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多 文 化 共 生 と は ? 


What is gimulticultural society’? 


作 倒 呈 " 多 文化 共 年 ? 


せき みん ぞ く と う 本 ひと た が 
国籍 や 民族 等 の ちがい ! こ か か わら ず 、 す べ て の 人 が お 互い の 
ぶん か て き は いけ い か ん が 


文化 的 育 景 や 考 ぇ 方 を 理解 し 、 地域 社会 を 支え る 主体 と 陣 
Ce も に 生き る こ CF 


A multicultural society is the concept of a society where people 
understand each other's cultural backgrounds and perspectives 
regardless of differences in nationality and ethnicity, and where 


everyone lives together and supports their local community. 


多 文 化 共 生 其 不同 国籍 和 人 不同 民族 的 人 何 互 相 専 重 対 方 
的 文化 背景 与 思 雑 方 式 , 作 訪 一 介 地 区 社会 柳 成 的 主体 
共 現 和 半 共生 。 
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一 本 プラ ン に お ける 外国 人 県 民 等 と は ー i 
外国 籍 を 持つ 県 民 の ほか 、 日 本 国籍 を 取得 し た 県 民 や 国際 結婚 な ど に よっ て 生ま れ た 外国 | 
| 人 の 親 の 文化 を 背景 に 持つ 子供 な ど 、 外国 に ルー ツ が あり 、 外 国籍 の 人 と 同様 の 課題 を 持つ 
| 県 民 と し ます 。 | 











岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン ョ 


(1) プラ ン 策 定 の 目的 

〇 情報 通信 技術 や や 高速 交通 機関 の 発達 な ど に より 、 国 境 を 越え た 様々 な 活動 が 活発 化し 、 
グロ ー バ ル な 人 の 移動 が 盛ん に な っ て いま す 。 

〇 本 県 に お いて は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 影響 で 一 時 的 に 減少 し た も の の 、 在 留 外国 人 数 が 
増加 傾向 に あり ます 。 県 人 口 が 減少 傾向 に ある こと か ら 、 県 人 口 に 占め る 外国 籍 を 持つ 県 
民 や 外国 に ルー ツ が ある 日 本 国籍 を 持つ 県 民 (以下 「 外 国人 県 民 等 」 と いう 。) の 割合 は 、 
今後 さら に 高まる こと が 予想 され ます 。 

また 、 本 県 が 誘致 を 進め て いる 大 規模 研究 施設 「 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC: 

International Linear Collider) (以下 「I LC」 と いう 。)」 が 実現 する と 、 多 く の 外 国 
人 が 本 県 に 居住 する こと が 想定 され ます 。 

〇 一 方 、 外 国人 県 民 等 の 中 に は 、 生 活 し て いく 中 で 、 言 葉 や 習慣 な どの 違い に より 不便 を 
感じ て いる 方 が 少な か ら ず 存在 し 、 地 域 の 中 に 溶け 込む こと が で き な い 場合 も あり ます 。 
また 、 日 本 人 県 民 も 言葉 や 習慣 、 文 化 な どの 違い か ら 、 外 国人 県 民 等 と 付き 合う こと に た 
め ら い を 感じ て いる 場合 が あり ます 。 

〇  「 県 民 一 人 ひと り が 、 共 に 支え 合い な が らい きい き と 働 き 、 安 心して 暮らし 、 楽 し く 学 
ん で いく こと の で きる 希望 あふ れる 社会 」( い わ て 県 民 計画 ) を 実現 し て いく た め に は 、 外 
0 

〇 その た め に は 、 外 国人 県 民 等 の 感じ て いる 言葉 の 違い や 習慣 の 違い な どの 「 壁 」 の 解消 
Pi 、 外 国人 県 民 等 に 対す る 理解 を 深め 、 国 籍 や 民族 等 の 違い に か か わら 
ず 、 す べ て の 県 民 が 互い の 文化 的 背景 や 考え 方 を 理解 し 、 地 域 社会 を 支え る 主体 と し て 共 
に 生き る 、 多 文化 共生 社会 の 実現 が 必要 で す 。 

〇 こう し た こと か ら 、「 岩 手 県 多 文 化 共 生 推 進 プ ラン 」 を 策定 し 、 多 文化 共生 の 考え 方 に つ 
いて 広く 普及 を 図る と と も に 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け た 取組 を 進め よう と する も の 
で す 。 































































































(2) プラ ン 改 訂 の 経緯 と 趣旨 

「 岩 手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 」( 以 下 「 前 プラ ン 」 と いう 。) は 、 平成 22 年 2 月 に 策定 さ 
れ た も の で す が 、 前 プラ ン に 定め る 対象 期間 (平成 22 年 度 か ら の 5 年 間 ) が 終了 し た こと に 
伴い 、 当 該 対 象 期間 の 施策 の 検証 を 行い 、 こ れ ま で の 社会 情勢 の 変化 等 を 踏ま えた うえ で 、 
次 の 計画 期間 に お ける 本 県 の 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け た 施策 方 向 を 定め る こと が 必要 と 
な り ま す 。 

また 、 プ ラン の 改訂 に 係る 基本 的 な 考え 方 は 、 下 記 の と お り と な り ま す 。 














ア 主 な 取組 成果 と 課題 を 踏ま えた 改訂 
過去 5 年 間 に お ける 県 施策 の 実施 効果 の 評価 結果 に つい て 、 前 プラ ン に 定め る 3 つの 





1 

















「 施 策 の 方 向 」 ご と に 検証 し 、 主 な 取組 成果 と 課題 を 拓 
題 を 改訂 に 反映 し て いま す 。 











① 








出し まし た 。 
施策 の 方 向 1 


これ ら の 成果 











コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 
[ 主 な 取組 成果 ] 
(日 本 語学 習 支 援 ) 























ポー ター の 育成 に 努め る な ど 、 外 国人 県 民 等 の 日 本 語学 習 の 支援 を し まし た 。 
等 に よる 情報 提供 ) 











ーー 


〇 日 本 語 教室 の 開催 情報 の 提供 の ほか 、 日 本 語 教室 の 開設 等 を 目的 と し た 日 本 語 
プラ 
( 多 言 語 


国人 県 民 等 の 生 

















国人 県 民 等 の 生活 





百 








サポ ー ト を 目的 と し た 
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「 岩 手 


多 言語 





〇 

















サポ ー タ ー を 育成 ・ 登 録 し 、 外 
に 必要 な 情報 等 を 適宜 通訳 ・ 翻 訳し て 提供 する 体制 づく り の 支援 
E 県 外国 語 案内 表示 統一 ガイ ドラ イン る 和 観光 用 
光 客 等 に 向け た 案内 板 等 の 多 
[今後 の 主 な 課題 ] 
〇 


王 き = き 五 ゴ 
所 本 


語 編 タ 」 を 策定 し 、 外 国人 観 
示 に 運用 し まし た 。 











「 話 し 言葉 」 は 理解 で き て も 「 読 
個々 の 日 本 語 


ロロ 月 
〇 























[ 三 ] 


き 」 が 不得 意 で ある な ど 、 外 国人 県 民 等 の 
E カ の 違い に 応じ た 支援 を する 必要 が あり ます 。 
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多 言 語 サ ポー ター に つい て 、 地 域 ご と に 登録 数 に 開き が ある こと か ら 、 各 地域 に 
お いて 必要 数 を 確保 で きる よう 努め る 必要 が あり ます 。 
〇 外国 人 実習 生 を は じ め 、 日 本 





語学 習 
等 の 支援 を する 必要 が あり ます 。 




















































































































を 希望 し て いて も 学習 機会 の な い 外 国人 県 民 
② 施策 の 方 向 2 生活 支援 
[ 主 な 取組 成果 〕 
(特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 
〇 外国 人 相談 員 に よる 巡回 相談 の ほか 、 多 言語 で の 相談 受付 、 行 政 書 士 な ど 専門 の 
相談 員 に よる 困難 案件 へ の 対応 な ど 、 外 国人 県 民 等 の 相談 体制 を 構築 し まし た 。 
〇 「 外 国人 住民 の た め の 支 援 イ ン フ ォ メ ーション ガイ ド 」( 生 活 
防災 パン フレ ッ ト 」 の 作成 ほか 、「 問 診 票 」 や 「 服 薬 説 明 
語 に よる 情報 提供 を し まし た 。 


占 便 利 帳 ) や 「 多 言語 


主 





書 」 の 多 





千 語 





(外国 人 県 民 等 の 児童 ・ 生 徒 へ の 対応 ) 





言語 化 な ど 、 多 言 


























〇 外国 人 児童 ・ 生 徒 の た め の 就 学 文 援 ハ ンド ブッ ク を 多 言 語 で 作成 し 、 教 育 制度 の 
違い や 就学 手続 き な ど を 周知 し まし た 。 


〇 外国 人 児童 ・ 生 徒 の 受入 れ に 係る 課題 解決 な ど に 向け 、 受 入れ 校 の 教員 向け の 研 
修 会 を 開催 し まし た 。 
今後 の 主 な 課題 ] 





























〇 長期 滞在 する 外国 人 県 民 等 が } 











当 加 する な か 、 離 婚 や ドメスティック ・ バ イオ レン 
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ス な ど 、 個 別 化 ・ 専 門 化 する 外国 人 県 民 等 か ら の 相談 に 対応 で きる 体制 づく り の 必 
要 が あり ます 。 

〇 ILC の 実現 を 見 据え 、 外 国人 研究 者 の 子弟 等 の 受入 れ 体制 を 更に 強化 する 必要 
が あり ます 。 
〇 多 言語 に よる 生活 情報 の 提供 に 加え 、 医 療 な ど 多 言語 対応 が 可能 な 施設 や や 機関 の 
情報 に つい て も 周知 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 

〇 災害 発生 時 に 外国 人 県 民 等 も 迅速 に 避難 行動 が と れる よう 、 非 常時 の 支援 体制 を 
構築 する 必要 が あり ます 。 

〇 外国 人 県 民 等 も 地域 の 構成 員 と 考え 、 円 滑 な 社会 生活 を 営 や ゆこ と が で きる よう 、 
地域 に お ける 見 守り 体制 を 構築 する 必要 が あり ます 。 








































































































③ 施策 の 方 向 3 多 文化 共生 の 地域 づく り 
[ 主 な 取組 成果 〕 
( 多 文 化 共 生 等 に 関す る 啓発 ) 
〇 国際 交流 等 の 情報 提供 、 外 国人 県 民 等 に 対す る 生活 支援 、 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 
民 等 の 交流 を 図る 国際 交流 ・ 協 力 の 拠点 施設 で ある 国際 交流 セン ター の 運営 ・ 機 能 
の 充実 に 取り 組み まし た 。 
〇 学校 や 地域 団体 な ど に 外国 文化 を 紹介 する 外国 人 講師 を 派遣 し 、 県 民 の 国際 理解 
を 深め る 支援 を し まし た 。 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
〇 市 町 村 国 際 交 流 協会 や 国際 交流 関係 団体 な どの 職員 を 対象 と し た 研修 を 実施 し 、 
国際 交流 事業 に 携わる に あたり 必要 な 知識 や 情報 の 習得 を 支援 し まし た 。 
〇  「 ワ ウン ・ ワ ー ル ド ・ フ ェ ス タ in いわ て 」 な ど 、 多 文化 共生 の 普及 ・ 磨 発 や 在住 
外国 人 と の 交流 を 目的 と し た イベ ント の 開催 を 支援 し まし た 。 
[今後 の 主 な 課題 ] 
〇 外国 人 県 民 等 の 地域 行事 等 へ の 参加 を 促進 する な ど 、 地 域 に お ける 日 本 人 県 民 と 
の 交流 機会 を 増やし て 、 地 域 の 構成 員 と し て の 意識 を 高め て いく 必要 が あり ます 。 
〇 異な る 文化 や 習慣 に つい て の 理解 を 深め る と と も に 、 国 際 社 会 へ の 関心 を 促す た 
め 、 地 域 住民 の 国際 理解 を 深め る 機会 づく り に 取り 組む 必要 が あり ます 。 
〇 海外 体験 を 持つ 若者 な ど 、 世 界 と の つなが り を 持つ グロ ー バ ル 人 材 が 活躍 する 、 
つなが り の 力 を 活か し た 上 魅力 ある 地域 づく り の 支援 を する 必要 が あり ます 。 
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イ 前 プラ ン 策 定 後に 生じ た 社会 情勢 の 変化 や 県 の 施策 等 の 反映 
平成 22 年 2 月 の 前 プラ ン 策 定 以 後に 生じ た 下記 の 社会 情勢 の 変化 や 本 県 の 新た な 施 
策 ・ 動 き 等 を 、 適 切 に 反映 し て いま す 。 











① 震 炎 復興 支援 を 契機 と し た 「 岩 手 の 開国 」 
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開か れ た 復興 の 推進 











また 、 
~~ 





また 、 本 県 で 





て いま す 。 
) 世界 に 向け た 発信 
本 県 で は 、 平成 23 年 6 月 








東日本 大 震 災 津波 の 発 災 以降 、 
本 県 か ら 多 数 の 若者 が 海外 ! 
直接 世界 と つなが る 、 ま さ に 「 岩 手 の 開国 」 と も 言え る 大 き な 変 化 が 生じ し て いま 
は 、「 地 元 の 底力 」 と 同様 に 
な が り の 力 」 を 活か すべ く 、 





多く の 外国 人 が 本 県 を 
こ 招 か れる な ど 、 














全国 


E 国 、 さ ら に ! 











・ 取 組 





に 世界 遺産 











の 文化 遺産 」 の 普遍 的 価値 ・ 














年 9 月 と 日 本 ジオ パー ク に 


シン ボル の 一 つと し て 、 将 来 の 世界 ジオ パ 


し て いま す 。 


外国 人 の 受入 れ 機 会 の 増加 
) 





本 県 を 
た が 、 風 評 、 特 ( 
つ あ る こと か ら 、 回 復 傾向 
を 図る と と も に 、 本 県 を 
RS 
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観光 客 の 受入 れ (平泉 の 文化 遺産 、 




















理念 を 復興 の 精神 的 支柱 





























ク 申 請 も 視 

















Ne 





訪れ て 県 
これ まで に な い 規 模 で 、 
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野 に 入れ て 取り 組む こと と 





細 
影響 に 


る 訪日 旅行 敬遠 の 状況 が 改善 され つ 
で は 、 平 泉 の 文化 遺産 を 活用 し た 
訪れ る 外国 人 観光 客 の 過半 を 占め る 台湾 と の 定期 チャ ー タ 











民 と 交流 を 深め 、 
県 民 が 
KA 




















、 復 興 を 進め て いく 力 と な る 「 様 々 な つ 
は 外国 か ら の 協力 や 支援 と の 連携 を 進め 


覧 表 に 記載 (世界 遺産 登録 ) され た 「 平 泉 
こす る と と も !【 
こ 展 開 し てい ます 。 
入 定 され た 「 三 陸 ジ オノ ペー ク 」 





こ 、「 平 泉 世 界 
また 、 平成 25 
に つい て 、 創 造 的 復興 の 














台湾 定期 チャ ー タ ー 便 就航 等 ) 
訪れ る 外国 人 観光 客 は 、 CC 
に 放射 能 汚染 に 対す る 不安 に 





より 大 幅 に 減少 し まし 








誘客 
































) 
I LC は 、 地 下 約 100m、 


界 最 先端 の 素 粒子 研究 施設 で あり 、 平 成 25 年 8 
I LC の 国内 建設 候補 地 と 





L C 立 地 評 価 会 議 が 、 
化し まし た 。 
I LC の 実現 に よ 





月 、 














、 多 く の 外 国人 研究 者 や その 家族 が 本 県 に 居 


更 な る 外国 人 観光 客 の 受入 れ に 取り 組ん で いま す 。 
究 者 等 の 受入 れ (I LC の 実現 ) 
全長 31km か ら 50km の 地下 トン ネル に 建設 され る 世 
国内 の 研究 者 で 組織 され る 1 
し て 本 県 を 含む 北上 サイ ト ! 





に 一 本 





する こと が 想 





定 さ れ て お り 、 そ の 受 の に つい て 検討 等 が 進め られ て いま す 。 


グロ ー バ ル 人 材 の 活 








躍 機会 の 増加 
様々 な 分 野 で 急速 に 進み つつ ある グロ ー バ ル 化 社 








海外 展開 や 海外 と の 交流 促進 へ の 動き が 活発 化し て お り 、 


の 
地 


す 。 








域 











教育 分 野 に お いて は 


中 で 、 海 外 で 活躍 で きる 人 材 の ほか 、 
こ 頁 献 で きる 人 材 の 確保 や その 育成 の 取組 が 産学 





本 県 に 
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会 に お いて 、 





県 内 企業 を は じ め 、 
こう いっ た 多様 な つなが り 








こい な が ら 海 外 と の つなが り を 活か し て 
官 一 体 と な っ て 進め られ て いま 





、 県 内 5 大 学 等 で 構成 され る 「 い わ て 高等 教育 コン ソー シア ム 」 

















に お いて 、 地 域 の 中 核 を 担う 人 材 育 成 の 一 環 と し て 、 海 外 大 学生 と と も に 地域 課題 を 
グロ ー バ ル な 視点 か ら 考 え 、 学 び 合う プロ グラ ム が 実施 され て いま す 。 

産業 分 野 に お いて は 、 海 外 展 開 を 図る 県 内 事業 者 を 支援 する た め の プ ラッ ト フ ォ ー 
ム 「 い わ て 海外 展開 支援 コン ソー シア ム 」、 農 林 水 産物 の 輸出 に 関す る 情報 収集 や 調 
査 ・ 分 析 等 を 担う 「 い わ て 農林 水産 物 輸 出 促進 協議 会 」 な ど 、 官 民 一 体 と な っ た 組織 
に よる 海外 市 場 へ の 展開 や 販路 の 拡大 、 海 外 と の 交流 促進 の 取組 が 推進 され て いま す 。 
生活 分 野 に お いて は 、 県 の 実施 する 「 い わ て グロ ー バ ルネ ットワーク 人 材 育成 事業 」 
な ど を 通じ た 、 派 遺 高 校生 と 本 県 ゆか り の 県 内 (国内 、 海 外 ) 在住 者 と の つなが り の 
醸成 か ら 、 学 校 や 地域 と 海外 と の 架け 橋 と な る グロ ー バ ルネ ットワーク 人 材 の 育成 が 
進め られ て いま す 。 











































































































(3) プラ ン の 位置 付け 

〇 県 で は 、「 い わ て 県 民 計 画 」 の 主要 な 政策 の 一 つと し て 、「 多 様 な 文化 の 理解 と 交流 」 を 
設定 し 、 そ の 中 で 「 地 域 に お ける 交流 を 通じ た 多 文化 の 理解 」「 外 国人 県 民 等 が 暮らし や す 
い 環 境 づ くり 」 を 掲げ て いま す 。 
〇 この プラ ン は 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け て 、 こ うし た 主要 な 政策 の 具体 的 展開 を 図 
る と と も に 、「 い わ て グロ ー バ ル 人 材 育 成 ビ ジョ ン (平成 26 年 3 月 策定 )」 に 掲げ た 取組 と 
も 整合 性 を 図り な が ら 、 総 合 的 な 目標 や 施策 の 方 向 を 定め る も の で す 。 



















































































(4 ) プラ ン の 特色 

〇 多 文 化 共 生 社 会 の 実現 に 当たっ て 解決 し て いく べき 課題 は 、 様 々 な 分 野 に 横断 的 に 関わ 
る 地域 全体 の 課題 で も あり ます 。 

これ を 着実 に 推進 し て いく た め に は 、 県 民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 大 学 、 学 校 、 国 際 交 

流 協会 、 国 際 交 流 関係 団体 、 企 業 な ど 様 々 な 活動 主体 が 期待 され る 役割 を 分 担 し な が ら 連 

携 し て 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 こ の プラ ン は こう し た 主体 が 多 文化 共生 へ の 取組 

を 実施 する 際 の 指針 と な る も の で す 。 


































































































(5) プラ ン の 計画 期間 
〇 本 プラ ン で 対象 と する 期間 は 平成 27 年 度 か ら 平 成 31 年 度 ま で の 5 年 間 と し ます 。 
これ は 、 社 会 経済 情勢 が 目まぐるしく 変化 する 今日 、 こ うし た 変化 に 対応 し た 施策 を 弾 
力 的 か つ 効 果 的 に 展開 で きる よう に する た めで す 。 
〇 な お 、 こ の 間 、 外 国人 県 民 等 を 取り 巻く 環境 に 著しい 変化 が 生じ た 場合 に は 、 適 時 目標 
の 見 直し な ども 行っ て いき ます 。 















































(6) 多 文化 共生 の 意義 
本 県 で は 、 次 の 4 つ を 多 文化 共 生 の 意義 と 捉え 、 本 プラ ン に 基づく 様々 な 取組 を 通じ 多 文 
化 共生 社会 の 実現 を 目指 し て いき ます 。 





























画 人 権 の 尊重 
全て の 県 民 が 安心 ・ 安 全 に 、 お 互い を 尊重 し 合い な が ら 暮 ら す た め に は 、 国 籍 や 民族 な 


ど が 違う こと を 理由 に 不当 な 扱い を 受け た り 、 権 利 を 侵害 され た り 時 と が な いよ うな 
社会 が 必要 で す 。「 東 北 復興 平泉 宣言 」 (平成 23 年 7 月 3 日 ) を 掲げ て 復興 に 取り 組む 本 
県 に お いて 、 多 文化 共生 社会 の 実現 は 、「 あ ら ゆ る 生命 を 尊 び 共に 生き る 」 と いう 平泉 の 


理念 を 体現 する こと に 他 な り ま せん 。 

画 グロ ー バ ル な 視点 を 持つ 人 材 の 育成 
多 文化 共生 の 地域 づく り の 推進 に より 、 地 域 有 
まる こと が 期待 され ます 。 地 域 で の 異 文化 交流 が : 
で 多様 な 文化 芸術 を 創造 する 機会 が 増加 する と と も に 

こ 頁 献 する グロ ー バ ル 人 材 が より 多く 医 出 され る こと が 期待 され ます 。 


(に 
画 地域 の 活性 化 
社会 経済 活動 全般 に お いて グロ ー バ ル 化 が 進展 する 


し た 世界 に 開か れ た 地域 づく り を 積極 的 に 推進 する こと に よっ て 、 地 域 の 魅力 が 高まり 、 


海外 と の 交流 や 地域 産業 ・ 経 済 の 振興 に も つなが り ま す 。 


画 全て の 人 に 暮らし や すい まち づく り 
多 文化 共生 の 地域 づく り の 推進 は 、 言 語 や 文化 、 能 力 な ど 様 々 な 特性 や 違い を 認め 合い 、 
外国 人 県 民 等 を は じ め 、 全 て の 人 に 配慮 し た 安心 ・ 安 全 な 暮らし や すい まち づく り の 推進 


に つなが り ま す 。 



































































































































主 民 の 国際 感覚 や 凌 文 化 に 対す る 理解 が 深 
: 


進む こと で 、 新 た な 価値 を 見 出し 、 豊 か 
、 世 界 と の つなが り を 活か し て 地域 



















































































で 、「 様 々 な つなが り の 力 」 を 活か 

































































2 本 県 に お ける 多 文化 共生 の 現状 と 課題 等 


(1 ) 本 県 の 外国 人 県 民 等 の 現状 (在留 外国 人 数 の 現状 ) 
〇 本 県 に お ける 平成 25 年 12 月 末 現 在 の 在留 外国 人 数 は 5, 505 人 で す 。 
在留 外国 人 数 の 推移 を みて みる と 、 平 成 10 年 か ら 15 年 の 間 に 急激 に 増加 し た 後 、 





い が 続 いて いま し た 。 平成 23 年 3 月 11 日 に 発 災 し た 東日本 大 震 災 津波 の 影響 に より 、 中 


国人 の 実習 生 を は じ め 本 国 に 帰国 等 し た た め 、 千 人 近く の 大 幅 な 減少 と な り ま し た が 、 
の 後 は 回 復 の 傾向 に あり ます 。( 図 1) 





な お 、 県 人 口 は 、 近年 減少 の 一 途 を た どっ て お り 、 平成 15 年 10 月 1 日 現在 の 1, 401, 763 
人 か とら 平成 25 年 10 月 1 日 現在 の 1, 294, 453 人 へ と 、 こ の 10 年 で 約 10 万 人 が 減少 し て い 


ます 。( 図 2) 





図 1 在留 外国 人 数 の 推移 (岩手 県 ) 
() ( 各 年 12 月 末 現 在 ) 
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6.000 ] 5, 505 
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2.035 








元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
(年 ) 











出典 : 法務 省 「 在 留 外 国人 統計 ( 旧 登 録 外 国人 統計 )」 





























2 岩手 県 人 口 の 推移 


FA ( 各 年 10 月 1 日 現在 ) 


1,450 





1,402 
1,400 





1,350 
1,352 


1,300 
1,294 





1,250 





元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
(年 ) 














出典 : 岩手 県 政策 地域 部 調査 統計 課 「 岩 手 県 人 口 移 動 報 告 年 報 」 
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〇 本 県 の 平成 25 年 12 月 末 現 在 の 在留 外国 人 を 国籍 別に みる と 、 中 国 の 44. 8% が 最も 多く 、 
次 いで 韓国 ・ 朝 鮮 18.99%、 フ ィ リ ピン 16.39%、 米 国 3.496、 ベ トナ ム 3.29% な どの 順 と な 
っ て いま す 。 経年 比較 を する と 、 多 く を 占め る 国籍 の 構成 に 大 きく 変動 は あり ませ ん が 、 
近年 ブラ ジル の 構成 割合 が 大 きく 減少 し て いま す 。( 図 3) 
な お 、 本 県 の 在留 外国 人 の 出身 国 は 、65 カ国 と な っ て いま す 。 
図 3 在留 外国 人 数 の 国籍 別 割合 











ブラ ジル 

和 国 ・ 朝 魚 米国 

ーー 1 EE a 

| | ベト 大 ム | | 
1.2. | 

ワラ ジリ 
5.7 | 

和 国 "朝鮮 * 

\ ベト ナム 

1 3.3 


フタ シル 


1 








0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 


出典 : 法務 省 「 在 留 外 国人 統計 ( 旧 登 録 外 国人 統計 )」 











〇 これ を 在留 資格 別に みる と 、 永 住 者 33.09%、 技 能 実習 26.6%、 特 別 永住 者 12. 59%%、 日 
本 人 の 配偶 者 等 9.0%、 留学 5.6%% な どの 順 と な っ て いま す 。 こ の 構成 割合 に つい て 、 全国 
値 と の 比較 で は 、 技 能 実習 の 占め る 割合 が 非常 に 高く な っ て いま す 。 

また 、 経 年 比較 を する と 、 永 住 者 の 在留 資格 を 取得 する 者 が 増加 傾向 に ある こと か ら 、 
永住 志向 の 強い 外国 人 県 民 等 が 増え て き て いる も の と 思料 され ます 。( 図 4) 





図 4 在留 外国 人 数 の 在留 資格 別 割 合 


特定 活動 
3.1 


日 本 人 の 配偶 者 研修 ・ 技 能 実習 は 定住 者 





"EE 活動 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 











出典 : 法務 省 「 在 留 外 国人 統計 (I 旧 登録 外国 人 統計 )」 
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〇 


永住 者 
法務 大 臣 が 永住 を 許可 し た 者 で あり 、 在 留 活 動 ・ 在 留 期 間 の いずれ も 制限 は な い 。 永住 許可 の 
要件 は 、① 素 行 が 善良 で や る こと 、 づ 独立 生計 を 営む に 足り る 資産 又は 技能 を 有する こと 、③ そ 
の 者 の 永住 が 日 本 国 の 利益 に 合 す る と 認め られ る こと と され て いる 。 原則 と し て 、 引き 続き 10 年 
以上 在留 し て いる こと が 必要 と され る 。 

日 本 人 の 配偶 者 等 

日 本 人 の 配偶 者 ・ 子 ・ 特 別 養 子 。 在 留 期 間 は 3 年 又は 1 年 で 、 在 留 活動 に 制限 は な い 。 

特別 永住 者 
「 日 本 国 と の 平和 条約 に 基づき 日 本 の 国籍 を 離脱 し た 者 等 の 出入 国 管理 に 関す る 特例 法 」 (1991 
年 11 月 施行 ) に より 定め られ た 在留 の 資格 、 ま た は 当該 資格 を 有する 者 。 終 戦前 か ら 日 本 に 居住 
し て お り 、 サ ン フ ラン シス ニー 平和 条約 952 年 ) の 発効 に よっ て 日 本 国籍 を 失っ た 後 も 引き 続 
日 本 に 在留 し て いる 朝鮮 半島 ・ 台 湾 出 身 者 と その 子孫 を 対象 に し て お り 、 在 留 期 間 や 在留 資格 に 
制限 は な い 。 

定住 者 
法務 大 臣 が 特別 な 事情 を 考慮 し 一 定 の 在留 期間 を 指定 し て 居住 を 認め る 者 で あり 、 日 系 3 世 、 
中 国 在留 者 人 、 イ ンド シナ 難民 な ど が 該当 する 。 在留 期間 は 3 年 若しくは 1 年 又は 法務 大 臣 が 個々 
に 指定 する 期間 で 、 在 留 活動 に 制限 は な い 。 








































































































































































































































































































これ を 年 齢 別に みる と 、2529 歳 16. 6%、30~34 歳 14. 2%、20~24 歳 14.1%% と 、20 
代 か ら 30 代 の 割合 が 高い 傾向 が 続い て いま す 。( 図 5) 

な お 、 外 国人 の 児童 生徒 の うち 、 日 本 語 指導 が 必要 な 児童 生徒 (小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 
学校 ) 数 は 平成 24 年 9 月 1 日 現在 で 12 校 、26 人 に 上 っ て いま す 。 (文部 科学 省 「 日 本 語 
指導 が 必要 な 児童 生徒 の 受入 れ 状 況 等 に 関す る 調査 (平成 24 年 度 )」) 




















5 在留 外国 人 数 の 年 齢 別 割合 


45~49 歳 
5.0 
i 608 人 15my49 歳 20~24 歳 25~29 歳 30~34 歳 35 て 39 歳 40~44 歳 その 他 
4.6 15.4 19.8 16.8 10.2 6.6 21.6 
45~49 歳 
5.4 

15~19 歳 。 20~24 歳 25~29 歳 35~39 歳 40~44 歳 その 他 
H20 6593 人 商 19.2 17.5 12.0 92 16.3 


H25 5,505 人 っ 潤 感 20>24 歳 259229 惹 EE7) 往 3539 歳 40~44 歳 起き 49 歳 その 他 
38 141 16.6 14.2 11.1 10.7 91 204 
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出典 : 法務 省 「 在 留 外 国人 統計 (I 旧 登録 外国 人 統計 ) 」 

















〇 本 県 で は 、 す べ て の 市 町 村 に 外国 人 県 民 等 が 居住 し て お り 、 こ れ を 市 町 村 別 に みる と 、 
平成 25 年 12 月 末 現 在 で 、 盛 岡市 1, 292 人 、 一 関 市 766 人 、 奥 州 市 459 人 な どの 順 と な っ 
て いま す 。 経年 比較 を する と 、 県 全体 の 在留 外国 人 数 が 平成 10 年 か ら 15 年 の 間 に 急 激 に 
a 中 で 、 一 関 市 や 奥州 市 等 の 在留 外国 人 が 大 幅 に 増加 する 一 方 、 平 成 23 年 3 月 11 

に 発 災 し た 東日本 大 震 災 津波 の 影響 に より 、 大 船渡 市 や 山田 町 等 の 沿岸 市 町 村 を 中 心 に 
人 く 減少 し まし た 。( 図 6) 
※ 県 内 各市 町 村 の 外国 人 住民 登録 者 数 は 、 住 民 基本 台帳 に 基づく 各市 町 村 の 報告 数 を 掲載 し て 

、 法 務 省 統計 に お ける 本 県 の 在留 外国 人 数 の 合計 と は 一 致し ませ ん 。 




























































































6 市 町 村 別 外国 人 住民 登録 者 数 (平成 10 年 ・ 平 成 20 年 ・ 平 成 25 年 ) 
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出典 : 岩手 県 環境 生活 部 若者 女性 協 働 推進 室 「 い わ て 国際 交流 要覧 」 























〇 外国 人 の 雇用 状況 に つい て みる と 、 平 成 25 年 10 月 末 現 在 、 外 国人 労働 者 を 雇用 し て い 
る と し て 届出 の あっ た 事業 所 は 505 ヶ所 、 外 国人 労働 者 数 は 2, 492 人 と な っ て いま す 。 

外国 人 労働 者 を 国籍 別に みる と 、 中 国 が 全体 の 59.7% を 占め 、 以 下 、 フ ィ リ ピン 16.0%、 
ベト ナム 6.4%、 ア メリ カ 3.9% な どの 順 と な っ て いま す 。 ( 図 7) 

在留 資格 別 で は 、 技能 実習 が 全体 の 55.8%% を 占め 、 以 下 、 身 分 に 基づく 在留 資格 (※1) 
27.9%、 資 格 外 活動 8.3%、 専 門 的 ・ 技 術 的 分 野 の 在留 資格 (※2) 7.5% の 順 と な っ て い 
ます 。( 図 8) 

産業 別 で は 、 製 造 業 が 全体 の 72.49% を 占め 、 以 下 、 教 育 ・ 学 習 支援 業 8. 89%、 サ ービス 
業 7.0%% な どの 順 と な っ て いま す 。( 図 9) 

外国 人 を 雇用 し て いる 事業 所 を 規模 別に 見 る と 、30 人 未満 が 42.0% を 占め 、 以 下 、30 
へ ~99 人 31. 6%、100 へ ~499 人 21.49%% な どの 順 と な っ て いま す 。 ( 図 10) 
※1 身分 に 基づく 在留 資格 に は 、「 永 住 者 」「 日 本 人 の 配偶 者 」「 永 住 者 の 配偶 者 等 」「 定 住 者 」 

が 該当 
















































































※2 専門 的 ・ 技 術 的 分 野 の 在留 資格 に は 、「 教 授 」「 芸 術 」「 款 教 」「 報 道 」「 投 資 ・ 経 営 」「 法 律 ・ 
会 計 業 務 」「 医 療 」「 研 究 」「 教 育 」「 技 術 」「 人 文 知識 ・ 国 際 業 務 」 「 企 業 内 転勤 」「 興 行 」「 技 





能 」 が 該当 





7 外国 人 労働 者 の 国籍 別 割 合 
(平成 25 年 10 月 末 現在 ) 
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2.492 名 

フィ リピ ン 
16.0% 










8 外国 人 労働 者 の 在留 資格 別 割合 
(平成 25 年 10 月 末 現 在 ) 
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9 外国 人 労働 者 の 産業 別 割合 


(平成 25 年 10 月 末 現 在 ) 
宿泊 業 ・ 飲 食 情報 通信 業 


サ 
卸売 ・ 小 売 業 55% ヽ 





8.8% 2.492 名 





















10 外国 人 労働 者 を 雇用 し て いる 事業 所 の 
規模 別 割合 (平成 25 年 10 月 末 現 在 ) 


500 人 以上 
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出典 : 厚生 労働 省 職 業 安定 局 「「 外 国人 雇用 状況 」 の 








届出 状況 (平成 25 年 10 月 末 現 在 ) 」 











(2) 本 県 に お ける 多 文化 共生 を めぐ る 課題 の 例 


前 プラ ン 策 定 後 、 状 況 は 改善 され て きた も の の 、 外 国人 県 
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で 生活 し て いく 上 で 





民 等 が 本 県 











依然 と し て 抱え て いる 様々 な 課題 に つい て 、 そ の 主 な も の を 次 に 列挙 し ます 。 


① 


言語 の 課題 





〇 
〇 


生じ る 場合 や 、 診 療 の 際 に 十分 な が コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図 
ある 一 方 、「 話 し 言葉 」 は 理解 で き て も 「 読 み 
解 で き な い 場合 な ど が あり ます 。 特 に も 、 
強い られ て いる 際 に 、 被 災 者 向け の 生 : 








外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 日 本 語 能力 が 十分 
日 本 語 能 


上 ビ 



































ーー 














た り 、 給 付 金 の 申請 書 の 記入 が で き な か っ た 


し た 。 








東日本 大 震 災 津波 の 発 災 に より 避難 所 生 3 
十 情 報 の 掲示 物 や アナ ウン スズ 等 が 理解 で き な か っ 











と は 言え な い 方 が 相当 数 いま す 。 








に は 個人 差 が 大 きく 、「 話 し 言葉 」 が 分 か ら な いた め 、 日 常 会 話 に 文 障 が 


る こと が で き な い 場合 な ど が 
き 」 が 不得 意 で 、 様 々 な 表示 や 文章 が 理 
を 
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りな ど 、 対 応 に 苦 虐 する ケー ス が み ら れ ま 














〇 地域 に お いて 、 市 町 村 や 国際 交流 協会 、 国 際 交 流 関係 団体 な ど に より 、 外 国人 県 民 等 
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② 
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〇 





三 五 だ み 紀 


に 対し て 様々 な 日 本 語学 習 
な い 、 時 間 が 合わ な い 、 仕 事 や 家事 ・ 








っ 
育児 
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支援 の 取組 が 行わ れ て いま す が 、 身 近 に 教え て くれ る 人 が い 























ど が 忙し く 余裕 が な いな ど 様 々 な 理由 で 、 














日 本 語 を 習得 する こと に 消極 的 に な ら ざ る を えな い 外 国人 県 民 等 も 見 られ ます 。 








いな か 無償 で 開講 し て いる ケー ス が 多く み ら 





国際 交流 関係 団体 な ど に より 運営 され て いる 日 本 語 教室 等 に つい て 、 運 営 支援 等 の な 








れる ほか 、 日 本 語 講師 等 の 運営 スタ ッ フ の 














高齢 化 や 担い 手 不足 、 新 規 に 来 日 する 外国 人 県 民 等 の 減少 な ど に 伴う 受講 者 の 減少 と い 


















































っ た 課題 を 抱え ながら 活動 が 行わ れ て いま す 。 
生活 環境 の 課題 

生活 上 必要 な 様々 な 情報 (医療 、 保健 、 福祉 、 教育 、 子育て 、 防災 、 居住 、 就労 な ど ) 
が 日 本 語 で し か 提供 され て いな いこ と 、 多 言語 等 で 提供 され て いて も 周知 が 不足 し て い 
る こと な ど 、 情 報 提供 の あり 方 や 相談 体制 な ど が 課題 と な っ て いま す 。 















































永住 者 の 増加 な ど 、 外 国人 県 





民 等 が 長期 滞在 する 傾向 に ある な か 、 そ の 


上 談 内 容 も 、 











離婚 や ドメスティック ・ バ イオ レン ス な ど 、 個 











配偶 者 無力 
求め られ て v 














‘ます 2。 


























に は 学校 制度 の 違い な どの 制度 面 で 日 本 人 と 
う し た 面 で 十分 制度 の 周知 を 図る 必要 が あり 
子ども を 持つ 外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 


























談 文 援 セ ンタ ー な どの 専門 機関 


また 、 外 国人 県 民 等 が 日 本 で 生活 する 場合 、 公 的 


別 的 か つ 専 門 的 な 内 容 と な っ て き て お り 、 
と 連携 する な ど 、 相 談 体制 の 更 な る 充実 が 



































医療 制度 へ の 加入 や 就労 資格 、 さ ら 
は 異な る 手続 き が 必要 と な る こと か ら 、 
ます 。 





ーー 
ペー 











両親 と も 日 本 語 が わか ら な いた め 、 子 ども に 勉 


強 を 教え られ な い 、 学 校 か ら の 通知 を 読め な いな どの 問題 を 抱 を て いる こと が あり 、 子 
ども の 適切 な 進路 実現 に 支障 が 生じ る 場合 が あり ます 。 








③ 相互 理解 の 課題 
〇 外国 人 県 民 等 が 日 本 で 暮らし て いく 上 で 、 文 化 や 習慣 な ど に つい て お 互い の 理解 が 不 
足し て お り 、 学 校 や 職場 、 家 庭 内 な ど で 誤 解 や 摩擦 に 上 よる トラ ブル が 生じ る 場合 も あり 

ます 。 

〇 外国 人 県 民 等 が 増加 する こと は 、 交 流 機会 の 増加 や 国際 感覚 を 持っ た 人 材 の 育成 に つ 
な が る と し て 好意 的 に 捉え る 日 本 人 県 民 が 多い 中 で 、 事 件 の 発生 や 生活 習慣 の 違い に よ 
る トラ ブル の 発生 な ど を 懸念 する 人 も いま す 。 

〇 地域 に 暮らす 外国 人 県 民 等 と の 交流 を 深め て いき た いと いう 意向 を 持ち な が ら も 、 現 
状 と し て 、 外 国人 県 民 等 が 近く に 住ん で いな か っ た り 、 住 ん で いて も 全く 付き 合い が な 
か っ た りす る な ど 、 地 域 の 中 で 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 と の 交流 が 不足 し て いる 場合 
が あり ます 。 

〇 地域 と の 交流 が 少な い 場 合 、 災 害 発 生 時 に お ける 外国 人 県 民 等 に よる 迅速 な 避難 行動 
の 確保 や 、 避 難所 等 に お いて 外国 人 県 民 等 が 孤立 する こと な ど に 対す る 懸念 が あり ます 。 

〇 日 本 人 県 民 も 外国 人 県 民 等 を 地域 の 構成 員 と 考え 、 ま た 、 外 国人 県 民 等 も 地域 の 活 
に 参加 する な ど 、 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 共に 地域 社会 を 支え て いく と いう 多 文化 

共生 社会 づく り の 意識 が 、 必 ず し も ゃ 十分 と は いえ な い 状 況 に あり ます 。 
























































































































































































































































3 目指 す 将 来 像 (基本 目標 ) 


(1 ) 目指 す 将 来 像 (基本 目標 ) 

東日本 大 震 災 津波 の 発 災後 すぐ に 、 様 々 な 国々 か ら 本 県 に 救援 に 駆け 付け た こと を は じ め 、 
その 後 の 復旧 ・ 復 興 の 取組 の 過程 に お いて も 、 海 外 か ら 惜 し みな い 支 援 が 続い て いる こと は 、 
国籍 や 民族 等 の 違い を 超え た 「 つ な が り の 力 」 の 大 切 さ を 県 民 一 人 ひと り が 実感 する か けが 
え の な い 経 験 に な っ て いま す 。 

「 あ ら ゆ る 生命 を 尊 び 共に 生き る 」 と いう 平泉 の 理念 を 精神 的 支柱 と し て 復興 を 進め る 本 
県 に お いて 、 国 籍 や 民族 等 の 違い に 関わ ら ず 、 日 本 人 県 民 も 外国 人 県 民 等 も 地域 社会 を 文 え 
る 主体 と し て 共に 生き る こと を 目指 す 多 文化 共生 推進 の 取組 は 、 ま すま す 意 義 深く 、 重 要 な 
も の と な っ て いま す 。 

こう し た こと か ら 、 世 界 と の 「 つ な が り の 力 」 を 実感 し た 県 民 が 一 体 と な っ て 、 多 文化 共 
生 社会 の 実現 を 目指 し て 大 きく 前 進 し て いき ます 。 





























「 わ か り 合 い 、 高 め 合い 、 と も に 築く 共生 の 国 い わ て 」 


あら ゆる 生命 を 尊 び 共に 生き る と いう 世界 遺産 平泉 の 理念 が 連綿 と 受け 継が れ て いる 
な か で 、 外 国人 県 民 等 の 言葉 や 生活 の 不便 が 解消 され 、 お 互い の 理解 が 進め こと で 、 日 




















本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が お 互い の 価値 を 認め 合い 、 お 互い の 交流 を 通じ て 高め 合い 、 
共に 主体 と な っ て より 豊か で 潤い の ある 地域 社会 築い て いく こと を 目指 し ます 。 














(2 ) 視点 
この 目指 す 将 来 像 を 実現 する に 当たっ て は 、 次 の 3 つの 視点 を 基本 に 進め る こと が 重要 で 

す 。 

① 外国 人 県 民 等 の 暮らし の 壁 を 解消 する 
本 県 に お いて は 、 様 々 な 国 の 出身 の 外国 人 県 民 等 が 人 数 の 多少 は ある も の の 県 内 すべ て 
の 市 町 村 に お いて 暮らし て いる 現状 に あり ます 。 こ の 中 で 外国 人 県 民 等 と 日 本 人 県 民 が い 
きい き と 暮 らし て いく た め に は 、 地 域 で 暮らす 一 人 ひと り が 地域 を 支え る 主体 で ある と い 
う 認識 の も と 、 言 語 や 生活 文化 の 相違 等 に よっ て 暮らし に 支障 が 出 な いよ う 、 支 援 の 取組 
を 進め る こと が 必要 で す 。 

② 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 協 働 し て 継続 的 に 進め る 
地域 に お いて は 、 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 と の 交流 を 、 単 発 的 な 行事 等 に 留まら ず 、 
日 常 的 に か つ 継続 的 に 重ね て いく 必要 が あり ます 。 
日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 の 双方 向 の 交流 を 通じ て 、 お 互い の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 系 
に と る こと で 、 外 国人 県 民 等 は 日 本 の 文化 や 習慣 へ の 理解 を 、 日 本 人 県 民 は 国際 感覚 を 養 
い 、 自 国 及 び 異 文化 に 対す る 理解 を それ ぞ れ 深め 合う こと で 、 お 互い の 価値 を 認め 合う こ 
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③ 





と が 期待 され ます 。 
県 全体 で 推し 進め る 





様 








外国 人 県 
づく り が 旨 





| 


























民 等 に 関す る 問題 は 非常 に 幅広 い 分 野 に 渡る と と も に 、 県 民 一 人 ひと り の 意識 
ほ 要 で ある こと か ら 、 地 域 全体 の 間 題 と し て 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 











県 民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 大 








々 な ? 





め て いく 必要 が あり ます 。 
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> ここ 


学 、 学 








校 、 


国際 交流 協会 、 国 際 交 流 関 係 団体 、 企 業 な ど 














古 動 主体 が 一 体 と な っ て 、 県 全体 で 岩手 の 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け た 取組 を 進 


4 多 文化 共生 に 向け て の 主 な 施策 の 方 向 等 


ここ で は 、 本 県 に お ける 多 文 化 共生 の 目指 すべ き 姿 の 実現 に 向け て 、 今 後 5 年 間 で 取り 組む 
3 つの 主 な 施策 の 方 向 と 取組 内 容 の 例 を 掲げ て いま す 。 

な お 、 多 文化 共生 を 進め る 上 で の 課題 は 言語 に 関わ る も の が 多い こと か ら 、 取 組 内 容 の 例 は 、 
相互 に 重複 す る 場合 が あり ます 。 


E の ylk 間 言葉 の 壁 の 解消 


本 語学 習 の 支援 の 他 、 日 常 生 活 に 関す る 情報 等 を 多 言 語 等 で わか りや すく 提供 する こと 
り 、 言 葉 の 壁 の 解消 を 目指 し ます 。 

















ア 日 本 語学 習 の 支援 

国籍 や 民族 の 異な る 人 々 が 、 地 域 づ くり の パー トナ ー と し て 共に 暮らし て いく た め に は 、 
MMWC 問 清 区 コミ ュー ケー ショ ン が で きる こと が 必要 で す 。 

こう し た コミ ュ ニ ケー ショ ン に 使わ れる 言語 は 日 本 語 が 主 と な り ま す が 、 外 国人 県 民 等 
の 中 に は 日 本 語 能 力 が 十分 で は な い 人 も 多く いま す 。 ま た 、「 話 し 言葉 」 は 理解 で きる も 
の の 、「 読 み 書 き 」 が 不得 手 な ど 、 日 本 語 能 力 の 違い も 見 受け られ ます 。 

この こと を ふま え 、 外 国人 県 民 等 の 日 本 語学 習 の 機会 の 提供 に 努め る と と も に 、 そ れ ぞ 
れ の 日 本 語 能 力 に 応じ た 指導 内 容 等 と な る よう 充実 を 図り ます 。 

















(取組 内 容 の 例 ) 

〇 外国 人 県 民 等 に 対し 、 住 民 票 の 届出 等 の 機会 を 捉え 、 日 本 語 教室 の 開催 情報 を 提供 す 
る と と も に 、 参 加 を 呼び か け ま す 。 

〇 日 本 語 教 室 が 設置 され て いな い 地 域 に お ける 教室 の 開設 を 目指 し た 研修 会 や 、 日 本 語 
能力 に 対応 し た 指導 内 容 等 に な る よう 既設 の 教室 の 充実 に 向け た 取組 を 行い ます 。 

〇 地域 に お ける 日 本 語 教 室 が 、 関 係 機関 と の 連携 ・ 協 力 に より 円 消 に 運営 され る よう 取 
り 組 み ま す 。 




















イ や さ し い 日 本 語 や 多 言 語 に よる 行政 ・ 生 活 情 報 の 提供 
日 本 語学 習 の 支援 の ほか 、 日 本 語 を 十分 に 理解 で きる よう に な る まで に は 相当 の 時 間 を 
要する た め 、 日 本 語 に 不慣れ な 外国 人 県 民 等 の た め に 、 特 に 基礎 的 な 生活 に 関す る 行政 情 
報 を 中 心 に や さ し い 日 本 語 や 多 言語 に よる 情報 提供 に 努め る と と も に 、 併 せ て 国 等 で 既に 
作成 し て いる も の の 活用 を 図り ます 。 
また 、 外 国人 県 民 等 の 生活 に 必要 な 場面 (行政 上 の 諸手 続き の ほか 、 医 療 受 診 や 災害 時 
な ど ) に お ける 通訳 ボラ ンティア 等 の 育成 や 資質 の 向上 に 努め ます 。 


























(取組 内 容 の 例 ) 

〇 や さ し い 日 本 語 や レビ ふり な ど に より わか りや すく 行政 ・ 生 活 情 報 が 提供 され る よう 
に 、 情 報 を 提供 する 側 の 意識 向上 を 図る と と も に 、 や さ し い 日 本 語 に よる 表記 方 法 に つ 
いて の 情報 提供 な ど を 行い ます 。 

〇 国生 や 関係 機関 な ど で 既 に 多 言語 等 で 作成 、 提 供 さ れ て いる 行政 ・ 生 活 情報 な ど を 共有 
し 、 そ の 積極 的 な 活用 を 図り ます 。 

〇 道路 や 公共 交通 機関 の 案内 標識 へ の ロー マ 字 ・ 英 語 な どの 併記 や 絵文字 な ど を 活用 し 
た わか りや すい 表記 に 努め る と と も に 、 ! 岩 手 県 外国 語 案内 表示 統一 ガイ ドラ イン 」 を ふ 
まえ た 観光 関連 施設 の 多 言語 化 に 取り 組み ます 。 

〇 地域 偏在 を 考慮 し た 通訳 ボラ ンティア 等 の 育成 や 資質 の 向上 を 図る と と も に 、 当 該 ボ 
ラン ティ ア の 情報 の 周知 な ど に より その 活用 を 促進 し ます 。 














































































































it の pal: ア 個 安心 し た 暮らし の 構築 


外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 を 適切 に 提供 する こと に より 生活 上 の 負担 を 減ら し 、 
安心 し て 暮らす こと が で きる よう に 支援 し ます 。 
































ア 外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 等 の 提供 
在留 資格 、 医 療 、 労 働 な どの 外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 に つい て 、 や さ し い 
日 本 語 や 多 言 語 で の 提供 を 推進 する と と も に 、 必 要 な 磨 発 に 努め ます 。 

多 言 語 化 に つい て は 、 国 等 で 既に 作成 し て いる も の の 活用 を 図る と と も に 、 外 国語 で の 
対応 が 可能 な 医療 機関 に 関す る 情報 な ど 本 県 の 実情 に つい て 情報 収集 ・ 提 供 に 努め ます 。 












































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 在留 資格 な ど 外 国人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 に つい て 、 既 に 多 言 語 で 作成 ・ 提 
供 さ れ て いる も の の 活用 を 図り ます 。 

〇 外国 人 労働 者 の 雇用 や 労働 条件 に 関す る 留意 事項 を 外国 人 県 民 等 と 企業 の 双方 に 情 

報 提供 する と と も に 、 企 業 に 対し て は 労働 関係 法令 に つい て も 周知 を 図り ます 。 

〇 外国 人 留学 生 の 県 内 企業 等 へ の 就職 を 支援 し ます 。 

〇 外国 語 で の 対応 が 可能 な 医療 機関 の 情報 提供 を 行う と と も に 、 医 療 通 訳 に 対応 する ボ 
ラン ティ ア の 育成 や 派遣 な どの 体制 整備 を 行い ます 。 ま た 、 医 療 関 係 団体 と の 連携 に よ 
る 外国 人 支援 体制 の 構築 の 検討 を 進め ます 。 

〇 医療 ・ 子 育て ・ 福 祉 等 の 情報 ( 例 : 予防 接種 な ど ) を 外国 人 県 民 等 に 伝え る た め 、 各 
市 町 村 で 共有 可能 な フォ ー マ ッ ト 等 の 作成 ・ 周 知 を 行い ます 。 

〇 あん し ん 賃貸 支援 事業 に つい て の 周知 を 行い ます 。 
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〇 多 言語 等 に よる 防災 情報 の 提供 、 防 災 訓 練 情報 の 外国 人 県 民 等 へ の 周知 、 災 害 時 に 対 
応 す る ボラ ンティア 育成 や 派遣 な どの 体制 整備 を 行い ます 。 

〇 地域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 支援 者 (民生 ・ 児 童 委 員 な ど ) に 対し 、 外 国人 県 民 等 に 
と っ て 特に 必要 な 情報 の 提供 を 行い ます 。 

〇 外国 人 相談 事業 に つい て 周知 を 図る と と も に 、 個 別 化 ・ 専 門 化 する 相談 対応 に 対応 す 
る 専門 機関 と の 連携 を 強化 し 、 相 談 体制 の 充実 を 図り ます 。 

























































































イ 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 へ の 対応 

日 本 の 教育 制度 を 周知 する と と も に 、 日 本 語学 習 支 援 の 必要 な 児童 ・ 生 徒 に つい て 、 県 ・ 
市 町 村 教 育 委 員 会 、 県 ・ 市 町 村 国際 交流 協会 、 国際 交流 関係 団体 、 大 学 等 と の 連携 に より 、 
小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学校 に お ける 受入 れ 体制 の 充実 を 推進 し ます 。 

































































(取組 内 容 の 例 ) 
〇 外国 人 県 民 等 に 対し 、 住 民 杜 の 選出 等 の 機会 を と ら え 、 日 本 の 教育 制度 に つい て の 周 
知 を 行い ます 。 

















〇 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 の 教育 対応 に つい て の 事例 集 を 作成 する な ど 、 情 報 を 

共有 する 体制 を 整え ます 。 

〇 日 本 語 を 母語 と し な い 外 国人 県 民 等 で ある 生徒 の 高校 進学 を 支援 する た め 、 多 言語 に 
よる 進学 説明 パン フレ ッ ト を 活用 し な が ら 、 進 学説 明 ・ 相 談 会 を 開催 し ます 。 

〇 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 の 日 本 語学 習 を ボラ ンティア 等 の 協力 を 得 て 支 援 し ま 
の 

〇 日 本 語 指導 者 を 指導 する 者 の 養成 な ど に より 支援 体制 の 充実 を 図る と と も に 、 日 本 語 
学習 補助 教材 や 多 言語 版 教材 を 活用 する こと な ど に より 効果 的 な 指導 を 行い ます 。 

〇 該当 校 の 教員 を 対象 と し て 多 文化 共生 の 視点 を 取り 入れ た 研修 を 実施 し ます 。 

〇 美学 金 制度 の 周知 や 活用 を 図り ます 。 

〇 文化 的 背景 の 異な る 人 々 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 視点 を 取り 入れ た 学習 を 行い ま 
す 。 

〇 ILC の 実現 を 見 据え 、 外 国人 研究 者 の 子弟 等 の 受入 れ に 向け た 教育 環境 の 整備 を 検 

討 し ます 。 
























































































































































ウ 日 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 啓発 

外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 日 本 の 文化 や 生活 習慣 に 関す る 理解 が 十分 で は な い 人 や 、 日 本 
社会 の ルー ル を 守る 必要 性 を 理解 し て いな い 人 も 見 受け られ ます 。 

外国 人 県 民 等 に 対し て 日 本 の 習慣 や 住民 と し て の 義務 、 地 域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に 
つい て 説明 ・ 周 知 す る ほか 、 地 域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 支援 者 と の 連携 を 図る な ど 、 外 
国人 県 民 等 が 円 滑 な 社会 生活 を 営む こと が で きる よう 支援 し ます 。 














































































































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 外国 人 県 民 等 に 対し 、 住 民 票 の 届出 時 や 日 本 語 教 室 の 機会 を 通じ 日 本 の 習慣 や 住民 と 
し て の 義務 、 地 域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て 説明 ・ 周 知 し ます 。 

〇 地域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 支援 者 (民生 ・ 児 童 委員 な ど ) と 連携 し た 見 守り 体制 の 
構築 を 推進 し ます 。 
















































































3 の ja に 週 多 文化 共生 の 地域 づく り 


世界 と の つなが り を 感じ な が ら 、 様 々 な 地域 主体 と 連携 し た 多 文 化 共生 の 地域 づく り に 一 
体 と な っ て 取り 組み ます 。 

















ア 多 文化 共生 に 関す る 啓発 
多 文化 共生 に つい て の 理解 を 深め る た め の 啓 発 や 、 国 際 交 流 員 な ど を 活用 し 多 文化 共生 
の 視点 を 取り 入れ た 国際 理解 教育 を 推進 し ます 。 
























































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 多 文 化 共生 の 視点 を 取り 入れ た 国際 理解 セミ ナー の 開催 な ど 、 機 会 を と ら え て 多 文 化 
共生 に つい て の 理解 を 深め る た め の 啓 発 を 行い ます 。 

〇 外国 文化 紹介 講師 派遣 な どの 機会 を 通じ て 、 諸 外国 に 対す る 理解 を 深め る と と も に 、 
国際 社会 へ の 関心 を 促し ます 。 

〇 多 文 化 共生 の 地域 づく り の 中 核 と な る 国際 交流 セン ター の 機能 の 充実 に 努め ます 。 



















































































イ 交流 機会 ・ つ な が り づ くり 
地域 で の 生活 を 営む な か で 、 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 と の 交流 の 機会 を 増やし 、 コ ミ 
ュ ニ ケー ショ ン を 重ね な が ら お 互い の 文化 や 習慣 の 理解 を 促し ます 。 















































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 市 町 村 等 で 行う 市 民 講座 を は じ め と する 様々 な 活動 へ の 参加 を 外国 人 県 民 等 に 呼び 
か ける と と も に 、 講 座 等 に お いて 外国 人 県 民 等 を 講師 と し て 活用 する な ど 、 相 互 理解 を 
深め ます 。 

〇 住民 票 の 届出 等 の 機会 を 利用 し て 外国 人 県 民 等 に 自治 会 な どの 情報 を 提供 する と と 
も に 、 防 災 訓 練 な どの 地域 活動 へ の 積極 的 な 参加 を 呼び か け ま す 。 

〇 地域 に お いて 開催 する 語学 教室 や 外国 人 県 民 等 と の 交流 機会 へ の 日 本 人 県 民 の 参加 
を 呼び か け ま す 。 

〇 国際 交流 協会 や 国際 交流 関係 団体 と 地域 と の 連携 を 徐 に する た め 、 自 治 会 長 な ど 、 地 
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域 に お ける 多 文化 共生 の キー パー ソン と し て の 役割 が 期待 され る 人 た ち に 、 多 文化 共生 














へ の 理解 を 深め て いた だ く よ 2 う 働 きか け ま す 。 




















ウ グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 

世界 と の つなが り を 活か し た 地域 づく り を 牽引 する グロ ー バ ル 人 材 の 育成 と その 活用 の 
促進 を 支援 し ます 。 
(取組 内 容 の 例 ) 





〇 若者 の 海外 体験 を 通じ た 「 自 立 ・ 共 生 」 の 資質 確立 の 支援 に 努め ます 。 
〇 海外 体験 を 有する 若者 や 世界 と の 関わ り に 関心 を 持つ 若者 等 の 力 を 活用 し た 、① 地 域 情 


報 の 海外 発信 、② 海 外 情報 の 地域 内 共有 、③ 大 学 ・ 商 工 団体 等 と 連携 し た 地域 内 交流 等 を 


促進 し ます 。 
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5 各 主体 の 役割 (県 民 が 一 体 と な っ た 多 文化 共生 社会 の 実現 ) 





多 文化 共生 の 課題 は 、 さ ま ざ ま な 分 野 に 渡る 課題 で や り 、 ま た 、 県 民 一 人 ひと り の 意識 づく 
り が 何より 重要 で す 。 


多 文化 共生 神 














[会 の 実現 に 当たっ て は 、 県 民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 大 学 、 学 校 、 国 際 交 流 協 





会 、 国際 交流 関係 団体 、 企業 等 が 連携 し 、 協力 し 合い 、 それ ぞ れ の 役割 を 十分 に 果たし な が ら 、 
地域 全体 の 課題 と し て 取り 組ん で いく こと か 必要 で す 。 

この た め 、 
対応 、 先 導 的 な 取組 な ど を 推進 する と と も に 、 関 係 主 体 そ れ ぞ れ が 連携 し て 期待 され る 役割 を 
十分 に 担える よ う 必 要 な 支援 を 行い ます 。 


【 県 の 主 な 役割 の 例 】 














県 は 、 多 文化 共生 推進 に 係る プラ ン を 策定 し 、 全 県 的 視野 か ら 広 域 的 な 課題 へ の 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





言葉 の 壁 の 解消 


(日 本 語学 習 の 支援 
日 本 語 教室 の 開設 及び 充実 支援 
( 多 言 語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情 報 の 提供 ) 
多 言語 等 に よる 情報 提供 、 提 供 ・ 活 用 支援 
通訳 ボラ ンティア の 育成 及び 体制 整備 支援 、 情 報 周知 














2 


安心 し た 暮らし の 


構築 


(特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 

必要 な 情報 や 制度 の 周知 

外国 人 留学 生 の 就職 支援 

市 町 村 で 共有 可能 な 情報 の 多 言 語 化 等 

支援 者 等 へ の 情報 提供 

外国 人 相談 事業 の 実施 及び 充実 

医療 関係 団体 と の 連携 に よる 外国 人 支援 体制 の 構築 検討 
(児童 ・ 生 徒 へ の 対応 ) 

日 本 語 指 導 者 を 指導 する 者 の 養成 

高校 進学 に 係る 情報 提供 

児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支 援 

多 文 化 共 生 の 視点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学 習 の 実施 

[LC 実現 を 見 据え た 外国 人 研究 者 の 子弟 等 の 受入 方 策 の 検討 
(日 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 啓発 ) 

民生 ・ 児 童 委 員 な ど と 連携 し た 地域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 見 
守り 体制 の 構築 





























3 





多 文化 
づく < くり 


圭 


プ マ で 





生 の 地域 





( 多 文化 共生 に 関す る 啓発 ) 
多 文 化 共 生理 解 の 啓発 ・ 促 進 
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(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
国際 交流 セン ター の 運営 及び 機能 の 充実 
(グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 ) 
高校 生 の 海外 派遣 事業 の 実施 
海外 体験 を 有する 若者 等 の 力 を 活用 する た め の ネ ットワーク づ 
くり 























関係 主体 それ ぞ れ に 期待 され る 役割 は 、 次 の と お り で す 。 


① 市 町 村 

市 町 村 は 、 住 民 に と っ て 最も 身近 な 基礎 自治 体 と し て 、 外 国人 県 民 等 に 対し て も 各種 の 
行政 サー ビス を 提供 する な どの 重要 な 役割 を 担っ て いる こと か ら 、 地 域 の 実情 に 応じ 、 今 
後 で きる だ け 早 期 に 多 文化 共生 の 推進 に 係る 指針 等 を 策定 し 、 外 国人 県 民 等 に 対す る 支 
援 ・ 情 報 提供 ・ 啓 発 、 日 本 人 県 民 に 対す る 啓発 な どの 取組 を 推進 し て いく こと が 期待 され 





T 























ます 。 












































また 、 県 ・ 市 町 村 等 の 国際 交流 協会 、 国 際 交 流 関係 団体 、 学 校 、 地 元 企業 と の 連携 や 協 
働 を 積極 的 に 図る と と も に 、 交 流 機会 づく りや 自治 会 等 の 地域 と 外国 人 県 民 等 を つなぐ 役 











割 も 期待 され ます 。 














【 市 町 村 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





言葉 の 壁 の 解消 





(日 本 語学 習 の 支援 
日 本 語 教室 の 開催 及び 充実 、 情 報 周 知 
( 多 言 語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情報 の 提供 ) 
多 言 語 等 に よる 情報 提供 、 提 供 ・ 活 用 支援 
通訳 ボラ ンティア の 情報 収集 














串 














2 


安心 し た 暮らし の 
構築 








(特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 
必要 な 情報 や 制度 の 周知 
支援 者 等 へ の 情報 提供 
外国 人 相談 事業 の 実施 及び 充実 
(児童 ・ 生 徒 へ の 対応 ) 
児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支 援 
I LC 実現 を 見 据え た 外国 人 研究 者 の 子弟 等 の 受入 方 策 の 検討 
(日 本 社会 の レー ル 等 に 関す る 啓発 ) 
地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
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3 





多 文 化 共 生 の 地域 
づく < くり 








( 多 文 化 共 生 に 関す る 万 発 ) 
多 文 化 共 生理 解 の 啓発 ・ 促 進 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
・ 防災 訓練 等 の 情報 提供 と 参加 勧奨 
市 民 講座 等 へ の 外国 人 県 民 等 の 参加 勧奨 と 講師 へ の 活用 
交流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 勧奨 
自治 会 情報 の 提供 と 参加 勧奨 
多 文化 共生 の キー パー ソン へ の 理解 の 促進 











































































































② 











県 国際 交流 協会 ・ 市 町 村 国 際 交 流 協会 


県 国際 交流 協会 は 、 多 文化 共生 社会 の 実現 の 推進 に 当たっ て の 本 県 に お ける 中 核 的 な 組 




















織 と し て 、 市 町 村 国際 交流 協会 や 国際 交流 関係 団体 な どの 取組 を 支援 する と も に 、 専 門 的 
知識 や ノウ ハウ 、 機 動 性 な ど を 生か し た 広域 的 な 取組 を 行う こと が 期待 され ます 。 
市 町 村 国際 交流 協会 は 、 そ れ ぞ れ の 体制 や 活動 内 容 等 が 大 きく 異な る こと か ら 、 人 的 資 








源 や 活動 状況 な どの 実情 に 応じ て 県 国際 交流 協会 、 























協 働 し 、 地 域 の ニー ズ や 実態 を 踏ま えた 事業 の 推進 を 図る こと が 期待 され ます 。 





【 県 国際 交流 協会 ・ 市 町 村 国 際 交 流 協 会 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 


市 町 村 、 国 際 交 流 関係 団体 等 と 連携 ・ 















































施策 の 方 向 主 な 役割 の 例 
1 言葉 の 壁 の 解消 (日 本 語学 習 の 支援) 
日 本 語 教室 の 開催 及び 充実 文 援 
( 多 言語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情報 の 提供 ) 
多 言語 等 に よる 情報 提供 、 提 供 ・ 活 用 支援 
通訳 ボラ ンティア の 育成 ・ 登 録 及 び 体 制 整備 、 情 報 周知 
2 安心 し た 暮らし の | (特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 
構築 必要 な 情報 や 制度 の 周知 


























外国 人 県 民 等 の 相談 の 受付 及び 対応 の 充実 
医療 関係 団体 と の 連携 に よる 外国 人 支援 体制 の 構築 検討 
(児童 ・ 生 徒 へ の 対応 ) 
児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支援 
(日 本 社会 の シー ル 等 に 関す る 啓発 ) 
地域 や 生活 に 関す る ルール 等 に つい て の 周知 















































民生 ・ 児 童 要 員 な ど と 連携 し た 地域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 
守り 体制 の 構築 








見 
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3 多 文化 共生 の 地域 | ( 多 文化 共生 に 関す る 啓発 ) 
づく り ・ 多 文 化 共 生理 解 の 啓発 ・ 促 進 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
・ 交流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 勧奨 
(グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 ) 
・ 海外 体験 を 有する 若者 等 の 力 を 活用 する た め の ネ ットワーク づ 
くり 
③ 国際 交流 関係 団体 
多 文化 共 

















生 の 取組 は 、 日 本 語 教室 や 交流 イベ ント の 開催 等 
を 行う 国際 交流 関係 団体 に 支え られ て きま し た 。 
村 、 国 際 交 流 ] 








地域 に お いて 自主 的 に 活 
陣 会 等 と 連携 * 協力 上 地域 の ニー ズ を 的 確 に 拍 } 
て いく こと が 期待 され ます 。 


十 動 














それ ぞ れ の 団体 の 持つ ノウ ハウ や 情報 、 人 材 、 ネ ットワーク な ど を 生か し な が ら 、 市 町 


屋 し た 多様 な 





折 


動 を 展開 し 
【 国 際 交 流 関 係 団体 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 
施策 の 方 向 


言葉 の 壁 の 解消 





主 な 役 害 
(日 本 語学 習 の 支援 


訓 の 例 
日 本 語 教室 の 開催 及び 充実 支援 
三 - ミ 五 


NN 


区 NW 串 








等 に よる 行政 ・ 生 活 情報 の 提供 ) 

・ 多 言語 等 に よる 情報 の 提供 ・? 
・ ボラ 

2 安心 し た 暮らし の 

構築 


ン 
( 特 














舌 用 支援 
ンティア 等 へ の 協力 





N 
\ 


IN 


7 





ん た? 

邊 等 
= 所 
月 


< 


KS 
畑 


要 な 情報 等 の 提供 ) 


a 
ul 











青 報 の 活用 支援 


報 や 制度 の 周知 支援 
外国 人 県 民 等 の 相 
( 児 






































上 談 に 対す る 支援 
童 ・ 生 徒 へ の 対応 ) 





児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 
(日 本 神 
3 多 文 化 共 生 の 地域 


支援 
会 の ルー ル 等 に 関す る 啓発 ) 
地域 や 生活 
づく り 


ゴー 白 








品 








に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
( 多 文 化 共 生 に 関す る 啓発 ) 
・ 多 文化 共生 選 























B 解 の 放 発 ・ 促 進 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 


交流 機会 の 提供 と 人 








LJ 


民 の 参加 勧奨 
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④ 企業 

















企業 は 、 外 国人 県 民 等 の 雇用 等 に 当たっ て の 労働 関係 法令 等 の 遵守 は も と より 、 雇 用 等 
され た 外国 人 県 民 等 と その 家族 が 地域 で 安心 し て 暮らせ る よう 、 日 本 語学 習 へ の 配慮 の ほ 
か 、 地 域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 の 説明 ・ 周 知 等 の 生活 に 対す る 支援 を する と と も に 、 地 
域 に お ける 多 文 化 共 生 の 取組 に 対す る 協力 ・ 文 援 も 期待 され ます 。 





























Re 
あり ます 。 


























災害 時 に お いて 、 こ れ ら の 外国 人 県 民 等 が 孤立 し な いよ うに 対策 を 講じ る 必要 が 


さら に 、 高 い 公共 性 を 有する 企業 に お いて は 、 利 用 者 に 向け た 情報 の 多 言語 化 の 推進 補 、 
や やさしい 日 本 語 の 使用 に つい て の 配慮 も 期待 され ます 。 




















【 企 業 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





1 言葉 の 壁 の 解消 


(日 本 語学 習 の 支援 

従業 員 で ある 外国 人 県 民 等 の 日 本 語学 習 へ の 配 
言語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情 報 の 提供 ) 
多 言語 等 に よる 情報 提供 


従業 員 等 の ボラ ンティア 活動 へ の 協力 














調 























2 安心 し た 暮らし の 
構築 





(特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 
労働 関係 法令 の 遵守 
従業 員 で ある 外国 人 県 民 等 や その 家族 へ の 必要 な 情報 や 制度 の 
周知 の ほか 、 災 害 発 生 時 に 迅速 な 避難 行動 が と れる よう な 配慮 
外国 人 県 民 等 の 雇用 機会 の 創出 
(日 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 茂 発 ) 
地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
























































3 多 文 化 共生 の 地域 
づく り 








(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
従業 員 で ある 外国 人 県 民 等 へ の 地域 活動 等 へ の 参加 呼び か け 




















⑤ 大 学 














大 学 に は 、 教 員 や 留学 生 に よる 日 本 人 県 民 、 児 童 ・ 生 徒 へ の 多 文化 共生 の 啓発 、 学 生 に 
よる 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語 指導 な ど 、 地 域 に お ける 多 文 化 共生 の 取組 
へ の 参画 が 期待 され ます 。 














に 
が 期待 され ます 。 
さら に 、 多 文化 共 











生 を 推進 し て いく 人 材 を 継続 的 に 育成 し て いく と と も に 、 実 態 調査 ・ 











留学 生 の 就職 支援 に つい て は 、 関 係 団体 な ど と 連携 し た 積極 的 な 取組 を 行う こと 








研究 等 で 行政 等 を 文 援 す る 役割 も 期待 され ます 。 
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【 大 学 に 期待 され る 主 な 役 天 
施策 の 方 向 
言葉 の 壁 の 解消 


役割 の 例 】 








主 な 役割 の 例 
(日 本 語学 習 の 支援 








2 
構築 


安心 し た 暮らし の 





日 本 語 教室 の 開催 や 充実 へ の 協力 
語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情 報 の 提供 ) 














ボラ ンティア 等 へ の 協力 











3 多 文 化 共 
づく り 





生 の 地域 


な 情報 等 の 提供 ) 





(特に 必要 
・ 人 


外国 人 留学 生 の 就職 支援 
外国 人 留学 生 へ の 必要 な 情報 や 制度 の 周知 の ほか 、 炎 害 発生 時 
避難 行動 が と れる よう な 配慮 
徒 へ の 対応 ) 

児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支 援 
(日 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 砂 発 ) 
外国 人 留学 生 へ の 地域 や 生 ? 



























































(グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 


( 多 文 化 共 生 に 関す る 啓発 ) 

多 文 化 共 生理 解 の 啓発 ・ 促 進 へ の 協力 
学習 教材 開発 等 多 文 化 共 生 に 関す る 研究 
多 文 化 共 


プ で 


に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 























・ 助言 
生 等 の 視点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学 習 へ の 協力 




















占用 ) 








の 外国 人 留学 生 の 参画 な どの 支援 











海外 体験 を 有する 若者 等 の 力 を 活用 する た め の ネ ットワーク へ 








⑥ 学校 





学校 (小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学校 ) ( 


に 資す る 教育 の 





共生 の 観点 
を 取り 入れ た 学習 や PTA な ども 含め た 多 文化 共生 の 意識 づく りな どの 役割 が 期待 され 
ます 3 





推 : 








また 、 外 国人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 が 在籍 し な い 場 合 で あっ て も 、 多 文化 


こ は 
に ヽ 











児童 ・ 生 徒 に 対 し て 多 文 化 共生 の 意識 づく り 
供 の 場 と し て の 充実 が 期待 され ます 。 

















トコ 
JNN 





【 学 校 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 




















施策 の 方 向 主 な 役割 の 例 
1 言葉 の 璧 の 解消 ( 多 言 語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情報 の 提供 ) 
P を を 含め た や さ しい 日 本 語 等 に よる 情報 提供 
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2 安心 し た 暮らし の | (児童 時 
構築 高校 進学 に 係る 情報 提供 
児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 指導 
奨学 金 制度 の 周知 ・ 活 用 に 関す る 助言 
(日 本 社会 の レー ル 等 に 関す る 啓発 ) 
児童 ・ 生 徒 へ の 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
3 多 文化 共生 の 地域 | ( 多 文 化 共生 に 関す る 啓発 ) 
づく り 多 文化 共生 等 の 視点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学 習 の 実施 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
交流 機会 へ の 参加 勧奨 
⑦ 県 民 ・ 自 治 会 等 
県 民 は 、 交 流 機会 へ の 参加 な ど に よる 相互 理解 や 、 共 に 地域 を 支え を て いく パー トナ ー と 
し て の 意識 づく り 、 外国 人 県 民 等 の 身近 な 支援 者 と し て の 行動 な ど が 期待 され ます 。 また 、 
外国 人 県 民 等 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 重ね な が ら 、 国 際 感 覚 を 杖 う と と も に 、 異 文化 に 
対す る 理解 を 深め 、 グ ロー バル な 視点 を 持つ こと が 期待 され ます 。 
自治 会 等 は 、 地 域 づ くり に お ける 基礎 的 な 団体 で す 。 外 国人 県 民 等 も 参加 し や すい 自治 
会 等 の 活動 に 配慮 する と と も に 、 外 国人 県 
県 民 等 


民 等 の 身近 な 支援 な どの 役割 が ) 








【 県 民 ・ 自 治 会 等 に 期待 され る 主 な 
施策 の 方 向 


言葉 の 壁 の 解消 


へ 2 心証 


伝 震 割 の 例 】 





( 多 言 


民 等 に 対す る 活動 へ の 参加 の 呼び か け 、 外 国人 
期待 され ます 。 








主 な 役割 の 例 








語 等 に よる 行政 ・ 生 活 情 


言 十 情 報 の 提供 ) 
ボラ 





ンティア 等 へ の 協力 
や さ し い 日 本 語 等 に よる 情報 提供 
に よる 情報 の 活用 支援 
(特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) 





多 言語 等 
安心 し た 暮らし の 


構築 























外国 人 県 民 き 
(日 本 社会 


会 の ルー ル 等 に 関す る 啓発 ) 
地域 や 生 


古 ( に B 
( 多 文 化 共 生 に 関 














3 








多 文 化 共 生 の 地域 
づく り 





する 藩 発 ) 











等 に 対す る 情報 提供 へ の 協力 





関す る ルー ル 等 の 周知 協力 
多 文化 共生 政 











の 啓発 事業 等 
(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 
自治 会 情報 、 


交流 機会 へ の 参加 


へ の 参加 

















防災 訓練 情報 等 の 提供 と 参加 勧奨 
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(グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 ) 
グロ ー バ ル 人 材 が 牽引 する 世界 と の つなが り の 力 を 活か し た 上 魅 
力 ある 地域 づく り へ の 協力 














= 





※ 











主 な 役割 の 例 」 は 、 各 主体 の 役割 を イメ ー ジ する た め の 例 示 で す 。 多 文化 共生 の 取組 は 、 
地域 の 実情 に 応じ て 各 主 体 が 連携 ・ 協 力 し あい な が ら 進 め て いく 取組 で ある こと か ら 、 役 割 が 
固定 され な い 場 合 や や 複数 の 主体 が 同じ 役割 を 担う 場合 が 考え られ ます 。 

また 、 例 えば ボラ ンティア 関係 等 、 複 数 の 施策 方 向 に 関わ る 役割 に つい て は 、 ま と め て 記載 
し て いま す 。 
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資料 1 多 文 化 共生 に 関す る 県 民意 識 調査 結果 の 概要 
































この 調査 結果 は 、 県 が 各種 アン ケー ト へ の ご 協力 を お 願い し て いる 希望 卿 いわ て モニ ター の 
方 々 に 多 文 化 共 生 に 関す る アン ケー ト 調 査 に お 答え いた だ き 、 そ れ を 集計 し た 結果 の 概要 で す 。 
調 査 対 象 岩手 県 全域 
調 査 対 象 平成 26 年 度 希望 卿 いわ て モニ ター 
調査 設計 標 本 数 297 人 
SSR 調 査 方 法 設問 票 に よる アン ケー ト 調 査 (郵送 法 ) 
調 査 時 期 平成 26 年 9 月 
調査 主 体 岩手 県 (環境 生活 部 若者 女性 協 働 推進 室 ) 
有効 回 答 数 245 人 
回 収 結果 有効 回 収 率 82. 5% 

















【「 多 文化 共生 」 の 認知 度 】 





間 1 「 多 文化 共生 」 と いう こと ば を ご 存 知 で し た か 。 











! 回 答 者 :245 名 


| 〇 「 知 っ て いる 」 
| 〇 「 知 っ て いる 」 


ー = 。 “の MM いた こと は ぁ 
③ 知 ら な い , pk = = る が 、 内 容 は わか 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


④ 不 明 ・ 無 回 答 , ① 知 っ て いる , 
0.4% ーー mm、 ン 204% 
、 








ら な い , 24.9% 














と 答え た 人 の 割合 は 、 全 体 の 20.49%6 に と ど ま っ て いる 。 
と 答え た 人 と 「 聞 いた こと は ある が 、 内 容 は わか ら な い 」 と 答え た 人 を 足 し た 割合 で 


も 全体 の 45.3% と 半分 に 満た な い 。 
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く 参 考 : 過去 の 調査 結果 と の 比較 > 

















平成 18 年 度 









































平成 2 年度 
































平成 26 年 度 












































50% 60% 70% 80% 90% 100% 
四 ① 知 っ て いる ② 聞 いた こと は ある が 、 内 容 は わか ら な い ロ ③ 知 ら な い 旧 ④ 不 明 ・ 無 回 答 














「 〇 「 知 っ て いる 」 と 等 えた 人 の 制 合 は 、 平成 2 年 度 調査 か ら 4. 7% 減 少し 、 平成 18 年 度 調査 と ほぼ 同じ | 





割合 に 戻っ た 。 
〇  「 知 ら な い 」 と 答え た 人 の 割合 は 、 平 成 22 年 度 調査 か ら 12.6% 増 加 し 、 平 成 18 年 度 調査 と ほぼ 同じ 
割合 に 戻っ た 。 


【 外 国人 と の 接触 意識 】 
間 2 岩手 県 民 が 外国 人 と 接する 機会 が 増え て いる と 感じ ます か 。 


































































> 

PR ① 強 く 感じ て いる , 

11.0% 
④ 全 く 感 じ な い , 
6.1% 
③ あ まり 感じ な い , 
38.4% 
② ど ちら か と 言え 

a mM ば 感じ て いる , 
し 見 衝 者 ウ 和 5 名 40.4% 
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主 に 接し て いる 外国 人 : 00% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 





東日本 大 岩 秋 津波 の 復興 支援 ボラ ンティア 議 議 議 議 記 4.8% 
観光 客 還 還 himmmm 212 


工場 な ど に 勤務 する 実習 生 E18.3% 


外 学 生還 還 還 細 間 間 11.1% 
語学 教師 な ど 、 身 の まわ り で 就労 し て いる 外国 人 19.0% 
配偶 者 と し て 来 日 し た 外国 人 に に に ご @//!'% 


長期 間 (10 年 以上 ) 住 ん で いる 外国 人 還 還 較 計 3.2% 


























岩手 県 民 が 外国 人 と 接する 機会 が 増え て いる と 感じ て いる 人 (「 強 く 感 じ て い る 」 また は 「 ど ちら か と 

えば 感じ て いる 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、51.4% と 過半 数 を 超え て いる 。 

〇 岩手 県 民 が 主 に 接する 外国 人 と し て 、 観 光 客 を 筆頭 に 、 次 いで 語学 教師 な ど 身 の まわ り で 就労 し て い 
外国 人 、 工 場 な ど に 勤務 する 実習 生 の 割合 が 高く な っ て いる 。 ) 





ーー 























【 外 国人 住民 に つい て の 意識 】 


問 3 外国 人 住民 が 増え る こと に つい て どの よう に 思い ます か 。 








⑤ わ か ら な い , ⑥ 不 明 ・ 無 回 答 , 


5.3% 







④ 懸 念 や 不安 が ① 非 常に 良い こ 
ある , 11.8% と だ と 思う , 23.7% 


③ あ まり 良い こと 
だ と は 思わ な い , 
8.6% 


(② ど ちら か と 言え 





ii ば 良い こと だ と 思 
回 答 者 :245 名 う , 49.0% 








外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 好意 的 に 答え た 人 (「 非 常に 良い こと だ と 思う 」 ま た は 「 ど ちら か と 
言え ば 良い こと だ と 思う 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、72.79%% と 全体 の 多く を 占め て いる 。 | 
| 〇 外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 消極 的 に 答え た 人 (「 あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 」 ま た は 「 明 人 
し や 不安 が ある 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、20.4%% に の ぼっ て いる 。 ] 


6 RE まる EE かち 




















く 参 考 : 過去 の 調査 結果 と の 比較 > 


平成 18 年 度 


平成 2 年 度 





















































































































































0% 10% 30% 


還 ① 非 常に 良い こと だ と 思う ロ ② ど ちら か と 言え ば 良い こと だ と 思う ロ ③ あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 
ロ ④ 懸 念 や 不安 が ある ⑤ わ か ら な い ロ ⑥ 不 明 ・ 無 回 答 





/ 〇 外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 「 非 常 
| と に 高まっ て お り 、 よ り 積 極 的 に 受け と め る 傾向 が み ら れ る 。 


40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 











に 良い こと だ と 思う 」 と 答え た 人 の 割合 が 、 調 査 を 重ね る ご 1 





〇 外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 好意 的 に 答え た 人 (「 非 常に 良い こと だ と 思う 」 ま た は 「 ど ちら か と 
言え ば 良い こと だ と 思う 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、 推 移 に あま り 変 動か み ら れ な い 。 

| 〇 消極 的 に 答え た 人 (「 あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 」 ま た は 「 懸 念 や 不安 が ある 」 と 答え た 人 ) の 割 | 

\、 合 は 、 平 成 22 年 度 調査 で 減少 する も 、 平 成 18 年 度 調査 と ほぼ 同じ 割合 に 戻っ た 。 J 

















【 外 国人 住民 に つい て の 意識 】 





























( 問 3 で ① 非 常に 良い こと だ と 思う 又は ② ど ちら か と 言え ば 良い こと だ と 思う と 回 答 し た 方 へ の 質問 ) 





問 3 一 2 地域 に 外国 人 が 増え る こと で 、 








どん な こと を 期待 し ます か 。 


0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 


① 外 国人 と の 交流 の 機会 が 増え る こと 

② 国 際 的 な 感覚 を 持っ た 人 材 が 増え る こと 

③ 外 国人 技術 者 労働 者 が 増え 、 地 域 経済 が 発展 する こと 
④ 外 国 の 生活 習 尼 ・ 文 化 を 知る こと が で きる こと 

⑤ 外 国語 に 触れ る 機会 が 増え る こと 

⑥ 日 本 の 文化 が 外国 人 に 広まる こと 
| ⑦ そ の 他 





EE 23.8% 
EN 23.3% 
EE 9.0% 























地域 に 外国 人 が 増え る こと で 、 外 国人 と の 交流 機会 や 国際 的 な 感覚 を 持っ た 人 材 の 増加 が 特に も 期待 さ | 
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く 参 考 : 過去 の 調査 結果 と の 比較 > 





5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 





26.9% 


① 外 国人 と の 交流 の 機会 が 増え る こと 
② 国 際 的 な 感覚 を 持っ た 人 材 が 増え る こと I 川 川 川 川 川 川 


外国 人 技術 者 労働 者 が 増え 、 地 域 経済 が 発展 する こと II 





④ 外 国 の 生活 習慣 ・ 文 化 を 知る こと が で きる こと 四川 回 串 上 











8.2% 
⑤ 外 国語 に 触れ る 機会 が 増え る こと II 人 区 





@⑥ 日 本 の 文化 が 外国 人 に 広まる こと 








帳 個 個 個 個 岬 




















平成 18 年 度 平成 2 年度 理 平 成 26 年 度 











| 〇 3 回 の 調査 の いずれ に お いて も 、 外 国人 と の 交流 の 機会 が 増加 する こと に 期待 する 割合 が 高い 。 

| 〇 調査 の 回 を 追う ご と に 、 国 際 的 な 感覚 を 持っ た 人 材 及び 外国 語 に 触れ る 機会 の 増加 に 対す る 期待 が 高 
まっ て いる 。 

| 〇 調査 の 回 を 追う ご と に 、 外 国 の 生活 習慣 ・ 文 化 を 知る こと へ の 期待 する 割合 が 低く な っ て いる 。 

\、 〇 平成 22 年 度 調査 に 比べ て 、 地 域 経済 の 発展 や 日 本 文化 の 伝播 に 期待 する 割合 が 高く な っ て いる 。 / 






































【 外 国人 住民 に つい て の 意識 】 





( 問 3 で ③ あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 又 は ④ 懸 念 や 不安 が ある と 回 答 し た 方 へ の 質問 ) 
問 8 全 9 店 の NO こさ 0 に MS 5) / 











基本 的 な 信条 や 信 の 人 2 
念 の 違い を 認め る Bi 
こと , 4.0% 


不明 ・ 無 回 答 , 2.0% 





外国 人 に 良い イ 
メー ジ を 持っ て い 
な いこ と , 2.0% 


生活 習慣 の 違い に 
よる トラ ブル が 発 
生 す る こと , 36.0% 事件 や 犯罪 の 増 

加 や 、 治 安 が 悪化 

する こと , 54.0% 
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外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 好意 的 に 答え た 人 (「 非 常に 良い こと だ と 思 また は 「 ど ちら か と 
言え を ば 良い こと だ と 思う 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、72.7% と 全体 の 多く re 

外国 人 住民 が 増え る こと に つい て 消極 的 に 答え た 人 (「 あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 」 ま た は 「 懸 念 
や 不安 が ある 」 と 答え た 人 ) の 割合 は 、20.49% に の ぼっ て いる 。 























【 外 国人 住民 と の つき あい 】 
問 4 あな た は 現在 、 地域 に 暮らす 外国 人 と どの よう な つき あい が あり ます か 。 また 、 今後 どの よう 


に 接し て いき た いと 思い ます か 。 








0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 








① あ いさ つ を する 程度 99% - 
の お 祭り な ど 季 二 あ で 一 革 に な HI 
る 19.2% 
③ ス ポー ツ せ 文化 活動 を 共に する 還 計 語 0 
④ 友 人 と し て つき あう っ a 


⑤ 家 族 同様 に 親しく つき あう 中 還っ by 





⑥ 全 くつ き あ わな い 四 20% ] 20.4% 


の ⑦ 近 くに 住ん そい な い ・ わ か ら な い 42.1% 





不明 ・ 無 回 答 』 0.4% 
































回 答 者 :245 名 上 ロ 現 在 和 理 今 後 


ーー | 

















「 "0 現 准 と し て 、「 近 くに 住ん で いな い 」 と 回 答 し た 人 が 最も 多く 、 全 体 の 42. 496 を 占め て いる 。 

| 〇 今後 の つき あい に つい て 、「 お 祭り な ど 地 域 行事 で 一 緒 に な る 」「 ス ポー ツ で で 文化 活動 を 共に する 」「 友 
人 と し て つき あう 」 の 3 項目 が 、 現 在 と 比べ て 軒並み 割合 が 高く な っ て いる ほか 、「 全 くつ き あ わな い 」 
と 回 答 し た 人 の 割合 が 現在 と 比べ て 大 きく 減少 し て いる こと か ら 、 人 外国 人 と の 交流 に 対し て 積極 的 な 次 
勢 が みて と れる 。 / 
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【 外 国人 住民 に 期待 する こと 】 
問 5 外国 人 住民 と 共に 暮らし や すい 社会 に する た め に 、 外 国人 住民 に どの よう な こと を 期待 し ます 





か 。 








00% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 35.0% 
(の 日 本 の 法 仁 、 生 活 ル ー ル 、 百 昼 を すっ て ほし い EEE 凍っ 31 4) 
| の ② 日 本 語 や 日 本 の 文化 な ど を 学ん で ほし い 06% 
| ③ あ いさ つや 言葉 を 交わ し て コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ て ほし い 、 上 証 語 本 本 語 語 22,9% 
④ 地 域 の 活動 に 参加 し て ほし い 症 症 0% 

⑤ 生 活 の 中 で 感じ た こと を 提案 や 発言 し て ほし い 還 還 較 詳 度 寺 2?%% 
⑥ 外 国 の 言葉 や 文化 を 教え て ほし い 症 還 8% 


⑦ 特 に な い 国 1.6% 








ocean a ⑧ そ の 他 還 1.2% 



































〇 外国 人 住民 に 期待 する こと と し て 、① 日 本 の 法律 、 生 活 ル ー ル 、 習 慣 の 順守 と ② あ いさ つ 等 の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン を も つこ と の 2 点 を 回 答 す る 割合 が 高く な っ て いる 。 











【 多 文化 共生 の た め に し た いこ と 】 


問 6 外国 人 住民 と 共に 暮らし や すい 社会 に する た めこ に 、 あ な た は どの よう な こと が し た いで すか 。 











0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 





ーー デー ビー ーー デーーーr キー rーーーr ェ ーr 


外国 の 文化 や 生活 習慣 な ど を 理解 し た い mm 23 3% 

外国 語 を 学び ぴた い EE | 4.2% 

自分 か ら 外 国人 に 話し か ける よう に し た い 証 語 語 齋 齋 齋 間 生生 2S% 

日 本 人 住民 と 外国 人 住民 が 交流 する 行事 な ど が あれ ば 参加 し た い i 18.1% 
地域 や 職場 ・ 学 校 な ど 普段 の 生活 の 中 で 交流 し た い 語 齋 齋 齋 齋 齋 間 凍 表 凍 琴 較 11.2% 

身近 な 場 で 相談 に 乗り た い 還 請 還 補 29% 
0 5 
外国 人 が 日 本 語 を 学ぶ 手助け を し た い 還 還 生 和 記 衣 上 60% 

何 も し た く な い 還 1.1% 






































複数 回 答 (会 回答 数 :662) | 
| 〇 の ① 外 国 の 文化 や 生活 習慣 の 理解 及び ② 外 国人 住民 と の 交流 行事 へ の 参加 へ の 意欲 を 示す 回 答 の 割合 が 
| 高く な っ て いる 。 


く 参 考 : 過去 の 調査 結果 と の 比較 > 








① 外 国 の 文化 や 生活 習慣 な ど を 理解 し た い 放 


② 外 国語 を 学び た い 


③ 自 分 か ら 外 国人 に 話し か ける よう に し た い 
(④ 日 本 人 住民 と 外国 人 住民 が 交流 する 行事 な ど が あれ ば 参加 し 


た い 


⑤ 地 域 や 職場 ・ 学 校 な ど 普段 の 生活 の 中 で 交流 し た い 全 


⑥ 身 近 な 場 で 相談 に 乗り た い 


⑦ 外 国人 が 日 本 の 生活 ルー ル や 習慣 、 文 化 の 違い な ど を 学ぶ 手 
助け を し た い 


⑧ 外 国人 が 日 本 語 を 学ぶ 手助け を し た い 
⑨ 何 も し た く な い 
⑩ そ の 他 Po 


不明 . 無 回 答 4 




















吾平 成 22 年 度 下平 成 26 年 度 

















ーー 


| 〇 平成 22 年 度 調査 と 比べ て 、 回 答 の 傾向 に は あま り 変 化 が み ら れ な い 。 


【 Ii LC に 期待 する 効果 】 
間 7 ILC の 実現 に より 、 世 界 最 先端 の 研究 を 行う た め 、 海 外 か ら 大 勢 の 優秀 な 研究 者 や その 家 





族 な ど が 本 県 に 移住 する こと が 予想 され ます が 、 こ の こと に つい て あな た は どの よう な 効果 を 
期待 し ます か 。 








0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 


① 地 域 住 民 の 国際 理解 が 進展 する こと 上 還っ 22 
ER E23» 
③ 地 域 の 人 口 減少 に 歯止め が か か る こと 語 語 8.1% 

④ 科 学 技術 分 野 に お ける 教育 水準 が 向上 する こと 語 語 生 EE 14.7% 

⑤ 雇 用 創出 な どの 経済 効果 が 生ま れる こと 語 語 TT {3.2% 

⑥ 研 究 成果 と 合わ せ て 、 BIN 前 HE | sb% 


ee の ⑦ 特 に な い 国生 21% 
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〇 1LC 実 現 の 効果 と し て 、「 地 域 住 民 の ユミ ュ ニ ケー ショ ン 人 能力 や 国際 感覚 が 養成 され る こと 」 が 最も | 
期待 され て いる 。 



































【 多 文化 共生 の た め に 必要 な 取組 】 


問 8 多 文化 共生 社会 づく り の た め に どん な 取組 が 必要 だ と 思い ます か 。 








0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 
① 外 国人 住民 に 対し て 、 生 活 の ルー ル や 習慣 、 文 化 の 違い 等 を a アー 
周知 





16.7% 


“= ; 
③ 有 日 本 語 教 室 の 設置 な ど 、 日 本 語 に 関す る 学習 機会 の 充実 店 評 8 .2% 
語 で 提供 : 


⑤ 外 国人 住民 の 自治 会 ・ 町 内 会 な ど へ の 参画 の 促進 放 本 NM 53% 





⑥ イ ベン ト の 開催 な ど 、 外 国人 と の 交流 の 場 の 設定 Il 和 5%* 


⑦ 外 国人 を 支援 する ボラ ンティア の 育成 間 詳 主 良 虹 60% 


⑧ 外 国人 住民 だ け で な く 、 外 国人 観光 客 も 積極 的 に 受け 入れ る な に ーー 11.6% 
ど 、 外 国人 と 接する 機会 の 増加 の 促進 


⑨「 多 文化 共生 」 に 関す る 意識 啓発 や 国際 理解 の 促進 ピピ 6* 


⑩ わ か ら な い 還 1.3% 

















SO | ⑪ 不 明 ・ 無 回 答 』 03% 











「 〇 ① 生 活 に 必要 な 情報 の 多 言語 提供 、② 生 活 の ルー ル や 習慣 、 文 化 の 違い の 周知 、③ 相 談 体 制 の 充実 の 
| 3 点 に 係る 取組 が 特に も 必要 だ と 考え る 人 の 割合 が 高く な っ て いる 。 
〇 観光 客 を 含め 、 外国 人 と 接する 機会 や 交流 する 場 さ くり に つい て の 回 答 も 多く (※) 、 実際 に 外国 人 と 
触れ 合っ て いく こと の 必要 性 を 感じ て いる こと が わか る 。 
| ※ 「 イ ベン ト の 開催 な ど 、 外 国人 と の 交流 の 場 の 設定 」 また は 「 外 国人 住民 だ け で な く 、 外 国人 観光 客 も 積極 的 に 
\、 受け 入れ る な ど 、 外 国人 と 接する 機会 の 増加 の 促進 」 と 答え た 人 の 割合 は 20.196。 
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く 参 考 : 過去 の 調査 結果 と の 比較 > 


①⑪ 外 国人 住民 に 対し て 、 生活 の ルー ル や 習慣 、 文 化 の 違い 等 を 周 
知 


oo 


2 
② 生 活 相談 窓口 の 設置 な ど 、 外 国人 住民 に 対す る 相談 体制 の 充実 II 


③ 日 本 語 教室 の 設置 な ど 、 日 本 語 に 関す る 学習 機会 の 充実 3 


④ 生 活 に 必要 な 情報 (居住 、 教 育 、 医 療 、 福 祉 、 災 害 な ど ) を 多 言語 
で 提供 


⑤ 外 国人 住民 の 自治 会 ・ 町 内 会 な ど へ の 参画 の 促進 
⑥ イ ベン ト の 開催 な ど 、 外 国人 と の 交流 の 場 の 設定 


⑦ 外 国人 を 支援 する ボラ ンティア の 育成 


⑧ 外 国人 住民 だ け で な く 、 外 国人 観光 客 も 積極 的 に 受け 入れ る な 
ど 、 外 国人 と 接する 機会 の 増加 の 促進 


⑨「 多 文化 共生 」 に 関す る 意識 啓発 や 国際 理解 の 促進 時 


わか ら な い 


AN 人 人 MM 
⑪ そ の 他 I 川 デア 人 人 (人 (人 人 人 ゆ 人 人 ゆ 咽 
0% 


0.0% 
⑫ 不 明 ・ 無 回 答 | 0.4% 
0.2% 





ロ 平 成 18 年 度 平成 22 年 度 平成 26 年 度 




















( O 平成 22 年 度 調査 に 引き 続き 、 生 活 に 必要 な 情報 の 多 言語 提供 の 取組 が 必要 だ と 考え る 人 の 割合 が 最 ] 
| も 高い 。 | 
〇 上記 以 外 で 、 過 去 2 回 の 調査 結果 と 比べ て 、 の 生活 の ルー ル や 習慣 、 文 化 の 違い の 周知 、② 相 談 体制 
の 充実 に 係る 取組 が 必要 だ と 考え る 人 の 割合 が 高く な っ て いる 。 
〇 過去 2 回 の 調査 結果 と 比べ て 、①「 多 文化 共生 」 に 関す る 意識 啓発 や 国際 理解 の 促進 、② 外 国人 を 支 
援 す る ボラ ンティア の 育成 に つい て 回 答 し た 人 の 割合 が 低く な っ て いる 。 
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資料 2 プラ ン 改 訂 に 当たっ て の 意見 募集 結果 


本 プラ ン の 改訂 に 当たり 、 県 民 及 び 事 業者 並び に 市 町 村 等 へ の 周知 を 図る と と も に 、 広 く 意 
見 を 聴き 、 改 訂 の 参考 と する た め 、 パ ブリ ッ ク ・ コ メン ト 等 に より 意見 の 募集 を 行い ま し た 。 











1 実施 期間 
平成 27 年 1 月 20 日 ( 火 ) か ら 平 成 27 年 2 月 20 日 ( 金 ) まで 


2 実施 方 法 及び 周知 実績 
(1) 行政 情報 セン ター 及び 行政 情報 サブ セン ター (県 内 外 17 か 所 ) へ の 資料 配 架 
(2) 県 ホー ムペ ー ジ へ の 資料 等 掲載 
(3) 地域 説明 会 の 開催 (県 内 4 か 所 ・ 参 加 者 数 合計 40 人 ) 

日 時 (平成 27 年 ) 会 場 

いわ て 県 民 情報 交流 セン ター 
5 階 会 議 室 501B 

県 奥州 地区 合同 庁舎 

2 階 第 2 会 議 室 

県 久慈 地区 合同 庁舎 

階 大 会 議 室 

同庁 舎 


階 第 1 会 議 室 












































2/2 (月 : 30~14 : 





























2/3 ( 火 ) 


























2/10 ( 火 ) 











2/13 (人 金 ) : 30~14 : 30 























合 計 














(4) 報道 機関 へ の 発表 
(5) 市 町 村 、 広 域 振 興 局 、 県 ・ 市 町 村 国 際 交 流 協会 、 国 際 交 流 関 係 団体 、 大 学 な ど 留 学生 
受入 機関 、 商 工 会 議 所 ・ 商 工 会 、 県 ・ 市 町 村 観 光 協 会 な ど へ の 通知 ( 全 172 通 ) 














3 寄せ られ た 意見 の 実績 
岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン の 改訂 に 当たっ て 寄せ られ た 意見 の 件 数 は 次 の と お り で あり 、 
その 内 容 を プラ ン 改 訂 の 参考 と し まし た 。 
内 容 
1 岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 改 訂 の 背景 
2 本 県 に お ける 多 文化 共生 の 現状 と 課題 等 
3 目指 す 将 来 像 (基本 目標 ) 
4 
5 



































多 文化 共生 に 向け て の 主 な 施策 の 方 向 等 














各 主 体 の 役割 (県 民 が 一 体 と な っ た 多 文 化 共生 社会 の 実現 ) 
その 他 














合計 
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岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 
(改訂 版 ) 
てこ わかり 合い 、 高 め 合い 、 
と も に 築く 共生 の 国 い わ て て 


平成 22 年 2 月 策定 
平成 27 年 3 月 改訂 
娠 手 県 





